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第 1 章 本庄市地域公共交通計画の基本事項 

 

１ －１ ． 計画の背景と 目的 

近年、 人口減少や高齢化の急速な進行等の社会問題が深刻と なっ ています。 さ ら に、 新型

コ ロ ナウイ ルス感染症の影響によ り 、 外出回数の減少やリ モート ワーク の普及等、 生活環境

が変化し ています。 こ のよう な社会状況の変化の中で、 公共交通においては、 利用者の減少

や運転手等の担い手不足が大き な課題と なっ ています。 一方で、 運転免許証を 返納し た高齢

者の増加や交通弱者への対応等、 需要は増加し ていく こ と から 、 将来にわたっ て利便性の高

い公共交通の維持や確保が求めら れています。  

 

「 本庄市総合振興計画（ 基本構想・ 後期基本計画） 」 では、 まちの将来像と し て「 誰も が

出歩き やすいまち」 を 目指し ており 、 公共交通は重要な役割を 担っ ています。 また、 「 本庄

市立地適正化計画」 においては、 都市機能誘導区域と し て「 本庄駅周辺」 「 児玉駅周辺」

「 本庄早稲田駅周辺」 の３ つの拠点市街地を 設定し ており 、 こ れら の区域を 結ぶ公共交通

は、 立地適正化の推進においても 重要な要素と なっ ています。 本市では、 平成25年3月に

「 本庄市総合交通計画」 を 策定し 、 それまで運行し ていた市内循環バスから 、 市内全域を網

羅するデマンド バス、 本庄駅と 本庄早稲田駅を 結ぶシャ ト ルバスと 公共交通体系を 大き く 変

更し 、 公共交通の充実及び利便性向上に努めてき まし た。 し かし ながら 、 市民や利用者の意

識調査の結果では、 公共交通に対する満足度は高いと は言えず、 依然、 様々な課題が残っ て

います。  

こ う し た背景や状況を 踏まえ、 誰も が公共交通を利用し やすく 、 将来にわたり 持続可能な

交通体系を維持・ 確保し ていく ために、 「 本庄市地域公共交通計画（ 以下「 本計画」 と い

う 。 ） 」 を策定し まし た。  
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１ －２ ． 計画の位置づけ 

本計画は、 「 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」 に基づく 法定計画であり 、 上

位計画である「 本庄市総合振興計画（ 基本構想・ 後期基本計画） 」 及び関連計画である「 本

庄市立地適正化計画」 等と の整合を図り ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

１ －３ ． 計画の区域 

本計画の対象区域は、 本庄市全域と し ます。  

 

１ －４ ． 計画の期間 

計画期間は、 令和5年度から 令和9年度までの5年間と し ます。  

 

本庄市総合交通計画 
（ 平成25年３ 月）  

前計画 

地域公共交通の 
活性化及び再生に関する法律 

（ 令和2年11月改正）  

法律 

本庄市地域公共交通計画 

（ 令和5年3月）  

 

本庄市総合振興計画 

（ 基本構想・ 後期基本計画）  

（ 令和5 年3月）  

上位計画 

本庄市都市計画マスタ ープラ ン 
（ 令和5 年3月）  

 

関連計画 

本庄市立地適正化計画 

（ 令和5 年3月）  

本庄市移動等円滑化促進方針 

（ バリ アフ リ ーマスタ ープラ ン）  

（ 令和5 年度予定）  

本庄市まち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略 
（ 令和3 年3月）  

第2期本庄市健康づく り 推進総合計画 
（ 令和3年3月）  



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 章  本庄市の地域特性と 公共交通の現状 
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第２ 章 本庄市の地域特性と 公共交通の現状 

 

２ －1． 本庄市の地域特性 

（ １ ） 人口動向 

①人口推移 

本市の総人口は、 平成12年を ピーク に、 その後徐々に減少し 、 令和22年には令和2年よ

り 、 約13 , 000人減少する見込みと なっ ています。 また、 高齢者は年々増加し ており 、 令和

22年には高齢化率が40％まで上昇する見通し と なっ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 本庄市の人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 本庄市の高齢化率の推移 

出典: 実績値: 総務省統計局「 2020年国勢調査」  

   推計値: 国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の地域別将来推計人口（ 平成30（ 2018） 年推計） 」  



 

- 7  - 

 

②人口分布 

本市の人口は、 本庄駅や児玉駅周辺を 中心に面的に広がっ ています。  

 

図 本庄市の人口分布 

出典: 総務省統計局「 2020年国勢調査」  

  

1 - 50

51 - 100

501以上

101 - 200

201 - 500

凡例

人口（ 人）
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③65 歳以上の人口割合及び推移 

本市の高齢化率の高いエリ アは、 市内全域で広がり 、 特に児玉地域及びJR高崎線以北で高

く なっ ています。 また、 平成27年度から 令和2年度にかけて、 児玉駅周辺及び皆野町の隣接

部で高齢化が進行し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 本庄市の高齢化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 平成27年度から 令和2年度の高齢化率の差 

出典: 総務省統計局「 2015年・ 2020年国勢調査」  

10％未満

10％以上25％未満

50％以上

25％以上35％未満

35％以上50％未満

凡例

高齢化率（ ％）

-15％未満

-15％以上-10％未満

5％以上10％未満

10％以上15％未満

15％以上

-10％以上-5％未満

-5％以上5％未満

凡例
平成27年度から 令和2年度の

高齢化率の差（ ％）
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（ ２ ） 通勤流動及び通学流動 

①通勤流動 

本市の通勤流動では、 深谷市や上里町、 伊勢崎市等の近隣市町だけではなく 、 東京都を 通

勤先と する就業者も 多く 見ら れます。 また、 本市を 通勤先と する市町村は、 上里町や深谷

市、 伊勢崎市の近隣市町が多く 見ら れます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通勤流動 

出典: 総務省統計局「 2020年国勢調査」  

  

※流入又は流出人数が50人以上を 抽出 
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②通学流動 

本市を通学先と する人は、 深谷市や熊谷市、 上里町等の近隣市町が多く 、 さ いたま市等の

近隣市町以外の埼玉県内から の就学者も 見ら れます。 また、 深谷市や熊谷市等の近隣市を通

学先と する人が多い一方で、 東京都を 通学先と する人も 多く 見ら れます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通学流動 

出典: 総務省統計局「 2020年国勢調査」  

  

※流入又は流出人数が50人以上を 抽出 
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（ ３ ） 代表交通手段 

平成30年度における本市内の代表交通手段の分担率は、 自動車が約7割と 最も 高く 、 平成

20年度と 比較すると 約5％増加し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 本庄市内の代表交通手段分担率 

出典: 国土交通省「 平成20年度パーソ ント リ ッ プ調査・ 平成30年度パーソ ント リ ッ プ調査」  

（ ４ ） 埼玉県の運転免許証返納者数 

埼玉県の運転免許証返納者数は、 平成29年度及び平成30年度と 比較し 、 令和元年度以

降、 増加傾向です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 埼玉県の運転免許証返納者数 

出典: 警察庁「 運転免許統計（ 平成29年度～令和3年度） 」  

（ ５ ） 財政状況 

本市の歳入は、 令和2年度に特別定額給付金給付事業や新型コ ロ ナウイ ルス感染症緊急経

済対策事業等によっ て増加し ているも のの、 令和元年度までの歳入は、 やや減少傾向です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 本庄市の歳入状況 

出典: 本庄市HP「 財政状況資料集」  
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２ －２ ． 公共交通の現状 

（ １ ） 公共交通網 

本市では、 公共交通と し て鉄道駅（ 本庄駅、 本庄早稲田駅、 児玉駅） を 交通結節点と し 、

民間路線バス、 はにぽん号・ も と いずみ号と 呼ばれるデマンド バス（ 以下「 デマンド バス」

と いう 。 ） 、 はにぽんシャ ト ルと 呼ばれるシャ ト ルバス（ 以下「 シャ ト ルバス」 と い

う 。 ） 、 タ ク シーが運行し ています。 また、 地域の輸送資源と し て、 福祉タ ク シーや企業送

迎バス、 スク ールバス等が運行し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共交通網 

 

令和5年4月から  

児玉折返し 場線延伸 

※児玉折返し 場線は、 令和5年4月
から （ 新生） 児玉高等学校が開

校するこ と に合わせ、 ルート を

延伸予定 

  鉄道       路線バス     デマンド バス    シャ ト ルバス 

    駅       バス停留所     バス停留所     バス停留所 

    在来線     バスルート                バスルート  

    新幹線    （ R5 . 4～）  

            新規バス停留所 

            児玉折返し 場線延伸ルート  
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表 本庄市の交通手段 

交通手段 内容 

鉄道 

本庄駅（ JR高崎線）  

本庄早稲田駅（ 上越・ 北陸新幹線）  

児玉駅（ JR八高線）  

路線バス 

朝日自動車（ 本庄駅⇔児玉方面、 本庄駅⇔上里・ 神川方面）  

十王自動車（ 本庄駅⇔伊勢崎方面）  

武蔵観光（ 本庄駅⇔寄居方面）  

皆野町営バス（ いろは橋折り 返し 場(児玉)⇔皆野方面）  

デマンド バス 
はにぽん号（ 本庄北・ 本庄南・ 児玉市街地）  

も と いずみ号（ 児玉山間）  

シャ ト ルバス はにぽんシャ ト ル（ 本庄駅⇔本庄早稲田駅）  

タ ク シー 

本庄タ ク シー 

上信ハイ ヤー 

本庄合同タ ク シー 

明日香交通 

朝日自動車 

地域の輸送資源 

福祉タ ク シー 

企業送迎バス 

スク ールバス 

病院送迎バス 

 

  



 

- 14  - 

 

（ ２ ） 交通空白地域 

現状の公共交通網での人口カ バー率※は、 97 . 2％と 高く 、 市内を 網羅し ているデマンド バ

スの運行により 、 市民のほと んどが公共交通を 利用でき る状況です。 また、 人口密度が同程

度である埼玉県の他市町と 比較し ても 高い人口カ バー率と なっ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 交通空白地域 

※ 人口カ バー率: 公共交通サービス圏域（ 鉄道利用圏を800m 、 バス利用圏を300m と し たと き） 内の 

人口の総人口に対する割合 

表 本庄市と 他市町の人口カ バー率 

自治体名 人口密度（ 人/㎢）  人口カ バー率（ ％）  

本庄市 8 7 6 . 0  9 7 . 2  

羽生市 901 . 5  70～80 

加須市 837 . 4  90～100 

深谷市 1020 . 9  90～100 

毛呂山町 1038 . 0  80～90 

出典: 人口密度: 総務省統計局「 2020年国勢調査」   

人口カ バー率: 埼玉県「 第1回公共交通の利便性向上検討会議（ 令和2年6月16日） 」  

    交通空白地域    鉄道利用圏    バス利用圏（ 路線バス、 デマンド バス、 シャ ト ルバス）  

 

鉄道        路線バス     デマンド バス    シャ ト ルバス 

     駅         バス停留所     バス停留所     バス停留所 

     在来線       バスルート                バスルート  

     新幹線          
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（ ３ ） 各公共交通の利用者数推移 

①鉄道 

令和元年度までの各駅の利用者数は、 本庄駅においては平成27年度をピーク に減少傾向

である一方で、 本庄早稲田駅と 児玉駅においては横ばいで推移し ていまし た。 し かし 、 その

後の新型コ ロナウイ ルス感染症の感染拡大の影響（ 以下「 コ ロナ禍」 と いう 。 ） により 、 令

和2年度には各駅で大き く 減少し まし たが、 令和3年度には回復傾向にあり ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 鉄道の一日平均乗車人員 

       ※ 児玉駅については令和3年3月13日から 駅員無配属駅のため、 令和2年度以降公表データ なし  

出典: JR東日本HP「 各駅の乗車人員」  

②路線バス 

各路線バスの利用者数は、 コ ロナ禍前（ 令和元年度） まで増加傾向でし たが、 令和2年度

に大き く 減少し 、 令和3年度には回復傾向にあり ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 路線バスの利用者数 
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③デマンド バス 

デマンド バスの利用者数は、 平成27年度を ピーク に減少傾向であり 、 令和2年度以降はコ

ロナ禍により さ ら に減少し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 デマンド バスの利用者数 

※ 年度の期間は全て「 前年10月～該当年9月」 を示す 

出典: 本庄市「 はにぽん号・ も と いずみ号の利用状況」  

④シャ ト ルバス 

シャ ト ルバスの利用者数は、 令和元年度まで増加傾向にあり まし たが、 コ ロナ禍により 令

和2年度に大き く 減少し 、 令和3年度には回復傾向にあり ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 シャ ト ルバスの利用者数 

※ 年度の期間は全て「 前年10月～該当年9月」 を示す 

出典: 本庄市「 はにぽんシャ ト ルの利用状況」  
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（ ４ ） デマンド バスの乗合率・ シャ ト ルバスの 1 便あたり の乗車人数 

①デマンド バスの乗合率 

平成30年から 令和3年までの4年間における乗合率※は、 1. 09～1 . 11人であり 、 平均する

と 1. 10人と なっ ています。 また、 乗合率を 公表し ている近隣市町の寄居町及び深谷市と 比

較すると 、 同程度、 あるいは低く なっ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 乗合率の推移          

※ 乗合率は、 乗車人数を便数で除し たも の 

 

②シャ ト ルバスの 1 便あたり の乗車人数 

平成30年度から 令和3年度までの4年間における1便あたり の乗車人数は、 0. 99～1 . 36人

と なっ ており 、 平均すると 1. 13人と なっ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1便あたり の乗車人数の推移 

※ 年度の期間は全て「 前年10月～該当年9月」 を示す 

 

  

自治体名 乗合率（ 人/便）  

本庄市 1 . 1 0  

寄居町 1 . 4  

深谷市 0 . 99～1 . 04  

表 本庄市と 近隣市町の乗合率 

出典: 寄居町「 寄居町地域公共交通計画」  

   深谷市「 深谷市地域公共交通網形成計画」  
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（ ５ ） デマンド バスのキャ ンセル数及びお断り 件数 

令和3年度におけるデマンド バス利用日当日のキャ ンセル数は、 年間で987件（ 1日平均:

約3. 4件） 発生し ている状況です。 その内、 当日にキャ ンセルの連絡があっ たのは886件、

連絡をせずに無断でキャ ンセルと なっ たのは101件と なっ ています。  

また、 予約が埋まっ ているこ と により 、 希望の時間が取れずに予約を 断念し たのは年間で

1, 000件、 時間を 変更し て予約し たのは87件と なっ ており 、 利用し たい時間に利用でき てい

ない状況が、 合計で1, 087件（ 1日平均: 約3. 7件） 発生し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 令和3年度の当日予約キャ ンセル数及び予約断念・ 利用時間の変更件数 

出典: 本庄市「 令和4年度第1回交通政策協議会」  

  

■当日キャ ンセル： 987件/年（ 約3. 4件/日）  
 （ 連絡あり ： 886件/年 連絡なし ： 101件/年）  

■予約断念・ 変更： 1, 087件/年（ 約3. 7件/日）  
 （ 予約断念： 1, 000件/年 予約変更： 87件/年）  

※年間日数は、 デマンド バスの運行日数（ 292日） と する
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（ ６ ） デマンド バス停留所の利用状況 

平成30年から 令和3年までで、 一度も 利用さ れていないバス停留所は32か所あり 、 比較的

人口が少ない地域で多く 存在し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 利用さ れていないバス停留所の位置図 

※ 水口についてはバス停留所が2か所あり  
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（ ７ ） 各公共交通の収支率 

①路線バス  

路線バスの収支率※1※2は、 コ ロナ禍前（ 令和元年度） から 減少し ており 、 令和２ 年度では

全体で50％を 下回っ ている状況です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 路線バスの収支率 

※１  収支率＝経常収益（ 営業収入、 営業外収入） /経常費用（ 営業費用、 営業外費用） ×100 

※２  データ がある朝日自動車（ 児玉折返し 場線、 神泉総合支所線） のみ 
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②デマンド バス  

デマンド バスの収支率※1※2は、 全地域で20％以下であり 、 特に児玉地域では10％以下で

推移し ています。 また、 近隣市町のデマンド 交通の収支率は5. 9％～37 . 4％と なっ ており 、

本市の5. 8％は、 近隣市町と 比較すると 低い状況です。 なお、 利用料金については近隣市町

で200円～500円の価格帯と なっ ており 、 本市の300円と 同程度の料金設定と なっ ていま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 デマンド バスの収支率 

※1 収支率＝営業収益（ 運送収入、 運送雑収入） /営業費用（ 人件費、 燃料油脂費、 修繕費、  

一般管理費等） ×100 

※2 年度の期間は全て「 前年10月～該当年9月」 を示す 

※3 全体の収支率は予約受付のオペレータ ーの営業費用（ 人件費、 一般管理費等） も 含む 

 

表 本庄市と 近隣市町の収支率（ 令和3年度）  

自治体名 収支率 

本庄市 5 . 8 ％ 

深谷市 5 . 9％ 

寄居町 16 . 3％ 

と き がわ町 37 . 4％ 

出典: 埼玉県「 令和4年度市町村交通担当者会議」  

表 本庄市と 近隣市町の利用料金 

自治体名 料金 

本庄市 3 0 0 円 

深谷市 200円 

寄居町 300円 

小川町 500円 

と き がわ町 500円（ 町内の方）  

出典: 各自治体ホームページ 

※3 
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③シャ ト ルバス  

シャ ト ルバスの収支率※1※2は、 令和元年度に増加し ている も のの、 過去5年間を 通し て

20％前後で推移し ています。 また、 近隣市町のコ ミ ュ ニティ バスの収支率は1. 9％～20 . 2％

と なっ ており 、 本市の18. 1％は、 近隣市町と 比較すると 高い状況です。 なお、 利用料金に

ついては、 近隣市町で100円～300円の価格帯と なっ ており 、 本市の200円は、 平均的な料

金設定と なっ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 シャ ト ルバスの収支率 

※1 収支率＝営業収益（ 運送収入、 運送雑収入） /営業費用（ 人件費、 燃料油脂費、 修繕費、  

一般管理費等） ×100   

※2 年度の期間は全て「 前年10月～該当年9月」 を示す 

 

 

表 本庄市と 近隣市町の収支率（ 令和3年度）  

自治体名 収支率 

本庄市 1 8 . 1 ％ 

深谷市 13 . 2％ 

上里町 1 . 9％ 

皆野町 11 . 8％ 

熊谷市 20 . 2％ 

出典: 埼玉県「 令和4年度市町村交通担当者会議」  

 

表 本庄市と 近隣市町の利用料金 

自治体名 料金 

本庄市 2 0 0 円 

深谷市 100円～200円 

上里町 100円 

皆野町 140円～300円 

熊谷市 100円 

出典: 各自治体ホームページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 章  上位・ 関連計画 
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第３ 章 上位・ 関連計画 

 

３ －１ ． 本庄市総合振興計画（ 基本構想・ 後期基本計画）  

本庄市総合振興計画は、 本市の各分野における最上位の計画であり 、 「 将来像」 と 「 基本

理念」 を 以下のよう に設定し ています。 また、 施策と し て「 公共交通の充実」 を掲げてお

り 、 現状と 課題、 取組内容を 設定し ています。  

 

項目 内容 

計画期間 基本構想: 平成30年度（ 2018年度） ～令和9年度（ 2027年度）  

後期基本計画: 令和5年度（ 2023年度） ～令和9年度（ 2027年度）  

将来像 【 将来像】  

本市は、 古く から 培われた歴史と 、 優れた教育環境を 特 と⻑ するまちで

す。 こ れら を 将来にわたっ て伝えていく のみなら ず、 新たな歴史を 築き 、 次

代を 担う 人を 育む、 「 歴史と 教育のまち」 を目指し ていき ます。  

また、 市民のまちづく り への参画を 進める「 あなたと 活かす」 まちづく

り 、 市民がつながり 支えあう 「 みんなで育む」 まちづく り を進めます。  

さ ら に、 本市の偉人、 塙保己一が遺し たこ と ばである、 「 世のため、 後の

ため」 のまちづく り を 進めます。  

こ のよう な思いを 込めて、 本市の将来像を 「 あなたと 活かす みんなで育

む 歴史と 教育のまち 本庄 ～世のため、 後のため～」 と 表現し まし た。  

【 基本理念】  

●みんなで育む安心・ 共生のまちづく り  

●訪れたく なる住み続けたく なるまちづく り  

●市民と 行政がと も に創る安全のまちづく り  

公共交通に

関する記載

【 施策大項目４  交通サービスの充実】  

●めざす姿 

・ 公共交通網の維持・ 確保と 利便性の向上によ り 、 誰も が出歩き やすいまち

になっ ています。  

・ 高齢者などの交通弱者も 、 公共交通により 安心し て移動でき るよ う になっ

ています。  

・ 公共交通網の維持・ 確保と 利便性の向上によ り 、 自家用車から 公共交通機

関へと 移動手段の転換が進むこ と で二酸化炭素の排出量が減少し 、 持続可

能なゼロカ ーボンシティ の実現に近づいています。  

●成果指標 

成果指標 現状値 目標値 

本庄駅及び本庄早稲田駅の利用者数（ 年間）  3 , 218 , 570人 3 , 218 , 570人 

路線バス・ デマンド バス・ シャ ト ルバス利用者数

［ 市内を運行する全民間路線バス及びデマンド バ

ス・ シャ ト ルバス利用者数計（ 年間） ］  

728 , 312人 773 , 000人 
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●現況と 課題 

・ 本市には、 鉄道網と し てJR高崎線、 八高線、 上越・ 北陸新幹線の3駅があ

るほか、 民間事業者による路線バスやタ ク シー、 また、 こ れら の補完を 担

う も のと し て、 デマンド バス（ はにぽん号・ も と いずみ号） 、 シャ ト ルバ

ス（ はにぽんシャ ト ル） があり ます。 こ う し た市内交通サービスの維持・

充実に加え、 市域を越えた公共交通網の形成や、 地域で公共交通機関を 支

える意識の向上など、 総合的に交通政策を 推進し ていく 必要があり ます。  

・ 公共交通は、 交通弱者への対応や環境負荷の低減、 集約型都市構造への転

換、 観光振興、 運転手などの人材確保等の観点から 、 利便性・ 快適性の向

上や各公共交通機関の連携強化、 先端技術の導入が求めら れています。  

・ 年齢や国籍を 問わず、 誰も が快適に利用でき る公共交通を実現するため

に、 鉄道駅を はじ めと し た公共交通環境のバリ アフ リ ー化やユニバーサル

デザイ ンの視点による整備も 重要です。  

・ 環境負荷の低減や健康増進の面で利点のある 自転車は、 観光振興や地域活

性化にも つながり う るも のであり 、 利用の促進を図るこ と が求めら れま

す。  

●取組内容（ 施策中項目）  

１ ． 鉄道輸送サービスの充実 

JR高崎線、 八高線、 上越・ 北陸新幹線の輸送力を活用し 、 地域経済の発展

と 市民の利便性・ 快適性の向上を 目指し ます。 他市町等と 連携し ながら 、 JR

等への要望活動を 実施し ます。  

２ ． 市内公共交通網の維持・ 確保と 利便性の向上 

交通の結節点である各鉄道駅（ 本庄駅、 本庄早稲田駅、 児玉駅） の利用環

境の整備を推進し ます。  

民間バス事業者が運行する既存のバス路線を 地域の幹線交通と し て位置付

け、 維持・ 確保を 図ると と も に、 地域の実情に応じ て利便性の向上を推進し

ます。  

幹線交通の沿線以外の地域を カ バーするデマンド バス、 シャ ト ルバス等に

ついて、 集約型都市構造の構築や観光分野での活用も 視野に入れながら 、 市

内を 快適・ 円滑に移動でき る移動手段の１ つと し て効率的かつ効果的に運行

するこ と で、 利用者の拡大を 図り ます。  

３ ． 地域公共交通網の形成 

バス路線と 市内交通のネッ ト ワーク の充実を 図り 、 本市周辺地域の人の交

流促進を 図る視点から 近隣自治体と の公共交通網の形成を 目指し ます。  

４ ． バリ アフ リ ー・ ユニバーサルデザイ ンの推進 

自動車運転免許証を返納するなど、 自家用車での移動が困難な高齢者や障

害のある人等の交通弱者の移動手段の確保を図り ます。  

「 高齢者、 障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」 に基づく 駅の
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多機能ト イ レ の設置、 民間路線バスのノ ンステッ プバス化等、 関係機関と 連

携し てバリ アフ リ ー化を 推進し ます。  

全ての人が利用し やすい環境づく り のため案内表示等へのユニバーサルデ

ザイ ンの使用を 推進し ます。  

（ 省略）  

●協働による取組 

デマンド バスの利用者拡大を 目的と し て、 自治会やNPO法人等で組織する

「 本庄まるごと 応援団」 と 連携し 作成し た利用手順のチラ シを 移動手段に困

っ ている高齢者や免許返納者等に配布するなど、 交通弱者に対する 支援に取

り 組んでいます。  
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３ －２ ． 本庄市都市計画マスタ ープラ ン 

本庄市都市計画マスタ ープラ ンは、 まちづく り 分野の基本的な方針であり 、 本庄市総合振

興計画と 共通し た将来都市像、 基本理念を 以下のと おり 設定し ています。 また、 将来都市構

造と し て３ つの駅を拠点と 位置づけており 、 「 交通体系整備の方針」 と 「 人にやさ し いまち

づく り の方針」 の２ つの分野で公共交通に関する方針や施策の方向性を 記載し ています。  

 

項目 内容 

計画期間 平成25年3月に策定し た前計画を 引き 継ぎ 

令和15年（ 2033年） 3月まで 

将来像 【 将来都市像】  

「 あなたと 活かす みんなで育む 歴史と 教育のまち 本庄 ～世のため、 後の

ため～」  

【 基本理念】  

「 訪れたく なる住み続けたく なるまちづく り 」  

公共交通に

関する記載 

【 将来都市構造】  

（ １ ） 基本的な考え方 

３ つの駅（ 本庄駅・ 本庄早稲田駅・ 児玉駅） 周辺において、 各々の特性を

活かし て居住や交流等の魅力を一層高め、 定住や店舗等の開業・ 起業、 地域

活動等が進みやすい環境づく り （ 都市機能の充実） により 拠点形成を 進める

と と も に、 拠点相互の連携・ 機能補完のための都市軸を充実さ せて、 「 拠点

連携を基本と し た集約型都市構造」 の強化を目指し ます。  

（ ２ ） 将来都市構造 

①拠点 

ⅰ 本庄駅周辺拠点 

本庄駅周辺を 交通利便性や生活利便性を活かし つつ、 デジタ ル技術も 活用

し ながら 、 居住の安心と 回遊・ 滞在の楽し さ を 感じ るこ と のでき る“まちな

か再生”を 展開する 拠点と し て位置づけます。  

ⅱ 本庄早稲田駅周辺拠点 

本庄早稲田駅周辺を首都圏北部の“顔”と なる都市機能の集積を 誘導し 、 次

世代につなげていく 拠点と し て位置づけます。  

ⅲ 児玉駅周辺拠点 

児玉駅周辺を 児玉地域の交通結節点と し ての機能を 活かし つつ、 豊富な歴

史・ 文化的資源を 活用し 、 都市機能の充実を図る交流拠点と し て位置づけま

す。  

②軸（ ネッ ト ワーク ）  

ⅰ 拠点連携軸 

国道462号、 県道花園本庄線、 本庄駅南口前通り 線、 中央通り 線を 拠点連

携軸と し て位置づけ、 拠点間の移動の円滑化や相互の機能連携・ 補完、 都市
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活動の活性化を促進するため、 公共交通の強化、 自転車利用環境・ 広域避難

ルート の整備を図り ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 将来都市構造図 

 

【 交通体系整備の方針】  

●基本方針 

自動車交通及び自転車交通に対応し たネッ ト ワーク の整備に加え、 公共交

通網の維持・ 確保と 利便性の向上により 、 活発な都市・ 地域活動と 暮ら し を

支える交通体系を 確立し ます。  

（ 省略）  

（ ３ ） 公共交通ネッ ト ワーク の効率化 

高齢化の進展や自動車交通による環境負荷等に対応すると と も に、 拠点間

の連携を 強化するため、 公共交通の利便性を高めます。  

また、 Ｍａ ａ Ｓ や自動運転技術等の先端技術についても 活用の可能性を 研

究し ます。  

●施策の方向性 

（ ３ ） 公共交通網の維持・ 確保 

①鉄道輸送サービスの充実 

鉄道の運行ダイ ヤの維持・ 改善や地域の活性化に資するイ ベント 開催など

を 鉄道事業者に要請し 、 鉄道の利便性向上と 地域経済の発展を 図り ます。  



 

- 29  - 

 

②バス交通の充実 

本庄駅と 本庄早稲田駅を 結ぶシャ ト ルバス「 はにぽんシャ ト ル」 と 主要施

設への移動など市内全域を カ バーするデマンド バス「 はにぽん号・ も と いず

み号」 の運行を継続し 、 さ ら なる効率化や利活用を 進めます。  

また、 鉄道駅などの市内の主要な拠点への移動や、 隣接する自治体間の移

動（ 伊勢崎市方面、 神川町方面、 美里町～寄居町方面） を 担う 民間路線バス

の維持を 図り ます。  

③交通結節機能の充実 

３ つの駅では、 鉄道・ バス・ タ ク シー・ 自転車等の乗り 継ぎを 円滑化する

ため、 駅前広場や自転車駐車場の維持・ 改善など交通結節機能の充実を 図り

ます。  

【 人にやさ し いまちづく り の方針】  

●基本方針 

子ども から 高齢者まで、 年齢や性別、 国籍、 障害の有無等にかかわら ず、

誰も が使いやすい都市環境を 整備し ます。  

（ １ ） 安全で使いやすい都市環境づく り  

駅や歩道等の歩行環境のバリ アフ リ ー化や公共交通の利便性を 向上する取

組などを 進め、 安全で使いやすい都市環境を実現し ます。  

●施策の方向性 

（ ２ ） 公共交通のバリ アフ リ ー化 

自家用車での移動が困難な高齢者や障害者等、 交通弱者の移動手段を確保

すると と も に、 誰も が利用し やすい公共交通のバリ アフ リ ー化を進めます。  

【 都市計画マスタ ープラ ン の推進】  

●都市計画マスタ ープラ ン の成果指標（ 一部抜粋）  

都市計画マスタ ープラ ンの達成状況や効果を計るため、 全体構想の６ つの

分野と 総合的な視点ごと に成果指標を 設定し 、 目標値（ 令和15 年（ 2033 

年） 3月） を定めまし た。  

 

分野 成果指標 
指標の値 

現状値 目標値 

交通体系整備 
路線バス、 デマンド バス、  

シャ ト ルバスの年間利用者数 
728 , 312人 813 , 000人 

人にやさ し い 

まちづく り  

公共交通車両（ デマンド バス・

シャ ト ルバス） のバリ アフ リ ー

化率 

60％ 100％ 
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３ －３ ． 本庄市立地適正化計画 

本庄市立地適正化計画では、 本庄市都市計画マスタ ープラ ンにおける将来都市像の実現に

向けて、 特に「 まちなか再生」 に焦点をあてた基本方針を 定めています。 また、 公共交通の

維持・ 確保を 目指し て、 施策及び指標を設定し ています。  

 

項目 内容 

目標年次 令和22年度（ 見直し サイ ク ル: 概ね5年）  

基本方針 【 基本方針】  

本庄市都市計画マスタ ープラ ンにおける将来都市像の実現に向け、 本市の

課題を踏まえた以下の３ つの基本方針を 定め、 それに沿っ た形でエリ ア（ 居

住誘導区域、 都市機能誘導区域） と 誘導を 図る都市機能（ 誘導施設） を 設定

すると と も に、 基本方針の具体化に向けた施策を 検討し ます。  

特に、 人口減少や高齢化の進展が顕著で、 様々な問題が顕在化し ているま

ちなかにおいては、 居住促進や都市機能の誘導・ 充実を進めるこ と が喫緊の

課題であるため、 「 まちなか再生」 を 重点方針と し て位置づけ、 本計画を通

じ て重点的な取組を推進し ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 立地適正化計画の基本方針 

 

１ ． 重点方針 まちなか再生 

・ 本庄駅周辺 

現在進めている本庄駅北口周辺整備基本計画と 連携を 図り ながら 、 まちな

かの魅力を高める都市機能の誘導や道路基盤整備と 合わせたまちなか居住の

促進を図るなど、 「 まちなか再生」 に向けた重点的な取組を公民連携で推進
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し 、 子育て世代から 高齢者まで幅広い世代が安心・ 快適に暮ら せ、 回遊・ 滞

在の楽し さ を 感じ るこ と のでき るまちなかを目指し ます。  

・ 児玉駅周辺 

児玉駅周辺においては豊富な歴史・ 文化的資源を 観光資源と し て活用し 、

まちの魅力の向上を図ると と も に、 日常生活を 支える生活利便施設の維持・

誘導や既存スト ッ ク の有効活用を 図り 、 歩いて暮ら せるコ ンパク ト な市街地

を 維持し 、 人口減少や高齢化に対応し た健康で安全に暮ら し 続けら れるまち

を 目指し ます。  

２ ． 新し い魅力と 活力ある まちの創造 本庄早稲田駅周辺 

今後も 、 子育てし やすいまちを目指すと と も に、 高齢化の進展を見据え、

高齢者が健康に暮ら し 続けら れるまちと し て、 健康寿命を 支える機能の維

持・ 誘導を図り ます。 同時に、 新たな企業立地や起業等による高度な産業・

交流機能など次代をリ ード する都市機能の誘導を 図ると と も に、 学術・ 研究

機能と 既存産業と の連携や広域的・ 国際的交流を 進め、 新し い魅力と 活力あ

るまちの創造を目指し ます。  

３ ． 多様なラ イ フ スタ イ ルの実現 

歩いて暮ら せる利便性の高いまちなか居住、 その外縁部では子育てなどが

し やすい郊外居住、 さ ら には、 本市の魅力である豊かな自然環境でゆと り あ

る住み方が可能な田園居住など、 子育て世代から 高齢者まで多様な世代がい

き いき と 暮ら せるメ リ ハリ ある居住地の形成を 目指し ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 多様なラ イ フ スタ イ ルが選択でき る居住地形成イ メ ージ 
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公共交通に

関する記載 

【 本庄市地域公共交通計画に基づく 公共交通の概要】  

本市では、 本庄市地域公共交通計画に基づき 、 公共交通サービスの持続可

能な提供を目的に、 公共交通の利便性向上に向けた取組を 進めています。 具

体的な取組と し て、 平成25年10月、 市内循環バスに替わり 、 基軸と なる路

線バスに接続するデマンド バス（ はにぽん号・ も と いずみ号） や、 本庄駅と

本庄早稲田駅間を 結ぶシャ ト ルバス（ はにぽんシャ ト ル） を導入し まし た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 本市の公共交通の概要 

 

【 現況と 課題】  

●都市交通 

・ ３ つの駅を 中心と し た公共交通網を 形成 

・ 児玉駅が無人駅と なっ た 

・ コ ロナ禍により 、 各駅の乗車人員が大幅に減少し 、 コ ロ ナ禍前の状況まで

回復する可能性は低い 

・ 本庄市地域公共交通計画に基づき 、 公共交通の維持・ 確保 

（ 本庄駅⇔本庄早稲田駅のシャ ト ルバス、 市全域でデマンド バス運行）  
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【 計画遂行に向けた取組】  

１ ） 拠点の魅力・ 活力の向上 

１ -① 本庄駅周辺整備の推進 

まちの顔である本庄駅北口地区については、 令和3年度に策定し た本庄

駅北口周辺整備基本計画に基づき 、 交通結節機能の向上を 図ると と も に、

車中心から 人中心の社会への転換を 図るエリ アと し て、 様々な主体が協働

し て居心地がよく 歩き たく なるまちづく り （ ウォ ーカ ブルまちづく り ） な

どを 推進するこ と により 、 駅前の立地ポテンシャ ルを 活かし た魅力ある都

市機能の誘導を図り ます。  

４ ） 公共交通の維持・ 確保 

立地適正化計画と 連携を図り ながら 、 公共交通の維持・ 確保に向けた「 地

域公共交通計画」 の策定を 検討し 、 以下の取り 組みを 推進し ます。  

４ -① 公共交通ネッ ト ワーク の構築 

デマンド バス導入や本庄駅・ 本庄早稲田駅間を 連絡するシャ ト ルバスの

運行などの実績を 踏まえると と も に、 高齢化等による市民のニーズの変化

などを 的確に把握し 、 交通政策協議会と 連携を 図り ながら 、 利用し やすく

持続性の高い公共交通ネッ ト ワーク の構築を目指し 、 地域公共交通計画の

活性化及び再生に関する法律に定める計画の策定を 検討し ます。  

４ -② 拠点間の基幹的なバス路線のサービス水準の維持・ 確保 

３ 拠点の相互連携を促進すると と も に、 拠点へのアク セス利便性を 持続

的に維持・ 確保するため、 民間運行事業者と 連携を 図り ながら 、 公共交通

徒歩圏の人口集積の維持や公共交通の利用促進など、 総合的な取り 組みの

も と 、 拠点間を連絡する基幹的なバス路線のサービス水準の維持・ 確保を

図り ます。  

 

【 計画本体の目標と 誘導施策の進捗管理指標（ 再設定） 】 一部抜粋 

施策の柱 進捗管理指標 現況値 

目標値 

R22  

（ 2040）  

公共交通の 

維持・ 充実 

鉄道利用者数 

（ 本庄駅・ 本庄早稲田駅の

日平均乗車人員数合計）  

3 , 2 18 , 570 

人/年 

（ R3年度）  

3 , 2 18 , 570  

人/年 

バス利用者数※ 
73万人/年 

（ R3年度）  

88万人/年 

（ 毎年1％増）  
※ バス利用者数: 路線バス（ 本庄駅南口～赤城乳業千本さ く ら 工場、 本庄駅南口～神泉総合支

所、 伊勢崎駅～本庄駅北口、 本庄駅南口～寄居車庫） 、 本庄市交通政策協議会が事業主体のバス

(シャ ト ルバス: はにぽんシャ ト ル、 デマンド バス: はにぽん号・ も と いずみ号)の合計利用者数 
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３ －４ ． 本庄市まち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略 

本庄市まち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略は、 本庄市人口ビジョ ンと 本庄市総合振興計画と

関係し ており 、 ４ つの基本戦略と 全体目標を 設定し ています。 その基本戦略において、 「 公

共交通の充実」 に向けた施策と 、 重要業績評価指標を 設定し ています。  

 

項目 内容 

計画期間 令和2年度～令和4年度 

全体目標 【 全体目標】  

地方創生に資する 好循環を 生み出すには 、 継続し た 期⻑ 的な取組を 推進

するこ と が必要である こ と から 、 新たな総合戦略においては、 原則と し て前

総合戦略の枠組みを継承するこ と と し ます。 SDGsが掲げる目標の達成と 、

「 住んで、 仕事を 持ち、 家庭を築き 、 生き 生き と 暮ら し 続けるこ と のでき

る、 次の時代につながるまち」 を 目指し 、 「 次の時代につながるまち～世の

ため、 後のため～」 を 全体目標と し て掲げるこ と と し ます。  

【 ４ つの基本戦略】  

基本戦略Ⅰ 活力ある地域で、 企業と 働く 人がと も に輝けるまち【 し ごと 】  

基本戦略Ⅱ 若い世代の希望をかなえる誰も が活躍できる まち【 ひと 】  

基本戦略Ⅲ 持続可能で安心し た暮ら し ができ るまち【 まち】  

基本戦略Ⅳ 誰も が知っ ていて、 訪れたく なる、 住み続けたく なるまち 

【 魅力創造】  

公共交通に

関する記載 

●基本戦略Ⅲ【 まち】  

持続可能で安心し た暮ら し ができ るまち 

（ 31） 公共交通の充実 

交通弱者の移動手段の確保や交通不便地域の解消など、 誰も が移動し やす

い公共交通を 目指し 、 市内公共交通（ 路線バス、 デマンド 交通等） の利便性

向上を図るため、 近隣市町や本市交通政策協議会等で協議を行っ ていき ま

す。  

重要業績評価指標（ KPI ）  基準値（ 平成30年度）  目標値（ 令和4年度）  

市内公共交通利用者数 832 , 751人 870 , 000人 

具体的事業 

・ 交通政策事業（ 既存事業）  
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３ －５ ． 第 2 期本庄市健康づく り 推進総合計画 

第２ 期本庄市健康づく り 推進総合計画は、 健康づく り の推進にかかる分野を 具体化し たも

ので、 公共交通の利用促進を 促す施策が設定さ れています。  

 

項目 内容 

計画期間 令和3年度～令和9年度 

将来像 【 第２ 期健康づく り 推進総合計画の目指す姿】  

健康と は、 単に「 病気ではない」 、 「 虚弱ではない」 と いう こ と だけでな

く 、 精神的にも 、 社会的にも 満たさ れた状態であると さ れています。  

健康でいき いき と 住み慣れたまちで暮ら し 続けるために、 市民一人ひと り

が自ら の健康に関心を も ち 、 ラ イ フ ステージごと に主体的に健康づく り に取

り 組み、 「 みんなで支え合い、 健やかにいき いき と 暮ら せるまち」 の実現を

目指し ます。  

公共交通に

関する記載 

【 施策】  

●地域における健幸づく り  

「 健幸」 と は、 身体面の健康だけでなく 、 人々が生き がいを感じ 、 安全安

心で豊かな生活を 送れるこ と です。 一人一人が健康に関心を持ち、 社会的な

つながり （ ソ ーシャ ルキャ ピタ ル） を 意識し ながら 暮ら すこ と が大切です。  

また、 公共交通を 上手に利用し 、 過度に車に依存し ない生活様式への転換

が必要です。  
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第４章 各種意識調査の結果 
 

４－1．各種意識調査の概要 
各種意識調査の概要を以下に示します。 
 

（１）公共交通に関する市民意識調査 
項目 内容 

調査対象 本庄市在住15歳以上の3,000人（無作為抽出）又は 
Webアンケート回答者 

配布・回収 郵送による配布・回収、市HPによるWebアンケート 
実施期間 令和４年８月～令和４年10月 
回収結果 1,363票 

（郵送配布・回収:999票（回収率33％）、Webアンケート:364票） 
 

（２）デマンドバス利用者意識調査 
項目 内容 

調査対象 調査実施期間内にデマンドバスを利用した方 
配布・回収 デマンドバス車内で利用者に運転手が配布し、郵送により回収 
実施期間 令和４年８月～令和４年10月 
回収結果 47票（回収率:24％ 配布数197部） 
 

（３）シャトルバス利用者意識調査 
項目 内容 

調査対象 調査実施期間内にシャトルバスを利用した方 
配布・回収 シャトルバス車内で利用者に運転手が配布し、郵送により回収 
実施期間 令和４年８月～令和４年10月 
回収結果 31票（回収率:17％ 配布数185部） 
 

（４）デマンドバス未利用者意識調査 
項目 内容 

調査対象 過去に一度もデマンドバスを利用したことがない市民 
配布・回収 自治会を通じて試乗券・アンケート票を配布し、郵送により回収 
実施期間 令和４年８月～令和４年10月 
回収結果 28票（回収率:16％ 配布数170部） 
 

（５）シャトルバス未利用者意識調査 
項目 内容 

調査対象 過去に一度もシャトルバスを利用したことがない市民 
配布・回収 自治会を通じて試乗券・アンケート票を配布し、郵送により回収 
実施期間 令和４年８月～令和４年10月 
回収結果 31票（回収率:18％ 配布数170部） 
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（６）路線バス利用者意識調査 
項目 内容 

調査対象 調査実施期間内に市内の鉄道3駅（本庄駅、本庄早稲田駅、児玉駅）に発着
する路線バスを利用した方 

配布・回収 各駅のバス停留所で路線バス利用者に調査員が配布し、郵送により回収 
実施期間 令和４年９月 
回収結果 

 
配布箇所 回収数 配布数 回収率 

本庄駅 251 950 26％ 
本庄早稲田駅 10 18 56％ 
児玉駅 23 100 23％ 
合計 284 1,068 27％   

 
（７）鉄道利用者意識調査結果 

項目 内容 
調査対象 調査実施期間内に市内の鉄道３駅（本庄駅、本庄早稲田駅、児玉駅）を利用

した方 
配布・回収 各駅の改札口で鉄道利用者に調査員が配布し、郵送により回収 
実施期間 令和４年９月 
回収結果 

 
配布箇所 回収数 配布数 回収率 

本庄駅 223 700 32％ 
本庄早稲田駅 90 220 41％ 
児玉駅 49 160 31％ 
合計 362 1,080 34％   
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４－２．公共交通に関する市民意識調査 
市民の公共交通の利用状況や公共交通に対する考え方、要望、コロナ禍による生活様式の

変化等について把握し、現状の課題を整理するために実施しました。 

項目 設問内容 
基本属性 お住まい、ご家族（人数、家族構成）、性別、年代、職業、 

福祉用具の利用状況、運転免許証保有状況 
鉄道 利用の有無、満足度、不満理由、利用しない理由 

路線バス 利用の有無、満足度、不満理由、利用しているバス停留所、利用しない
理由 

タクシー 利用の有無、利用頻度、利用目的、利用場面、利用しない理由 
デマンドバス 認知度、利用の有無、満足度、不満理由、利用しているバス停留所、利

用しない理由 
シャトルバス 認知度、利用の有無、満足度、不満理由、利用しているバス停留所、利

用しない理由 
自家用車 利用頻度、利用継続意向、公共交通への転換意向、 

自家用車利用に関する意識 
市内公共交通 公共交通全般に関する意識、シャトルバス・デマンドバスによる移動の

しやすさ、自家用車利用に関する意識 
コロナ禍による 
生活様式の変化 

コロナ禍前と比べての外出回数・移動手段の変化 
コロナ収束後の外出回数の変化 

 
（１）属性 

①お住まい 
回答者の約9割は市内在住ですが、市外在住の方からの回答も見られます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

本庄市外 

本庄市内 
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②性別                   ③年代 
女性からの回答が半数以上を占めています。  各年代から回答いただいていますが、 

                    60代以上が約半数を占めています。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

④家族構成                 ⑤職業 
単身者からの回答が最も多くを占めています。 会社員・公務員・団体職員等からの回答 

                    が最も多くを占めています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥運転免許証の保有状況 
約8割の方が運転免許証を保有しています。 
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（２）鉄道の利用について 
①最近１か月で鉄道を利用しましたか。 

最近１か月で鉄道を利用した方は約3割です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②【利用していると回答した方のみ】鉄道の満足度と不満な場合はその理由 
「満足・やや満足」、「やや不満・不満」と回答した方の割合が同程度であり、「やや不

満・不満」と回答した方の不満理由としては、運行本数が少ないことに対する不満が最も多
くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※駅ごとにいくつでも選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 
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（３）路線バスの利用について 
①最近１か月で路線バスを利用しましたか。 

最近1か月で路線バスを利用した方は1割弱です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②【利用していると回答した方のみ】路線バスの満足度と不満な場合はその理由 

「やや不満・不満」と回答した方が「満足・やや満足」と回答した方の割合より多くを占
めています。また、「やや不満・不満」と回答した方の不満理由としては、運行本数や鉄道
との乗り継ぎに関する意見が多く、交通系ICカード対応への要望もあがっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

※いくつでも選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 
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（４）タクシーの利用について 
①最近１か月でタクシーを利用しましたか。 

最近1か月でタクシーを利用した方は1割程度です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②【利用していると回答した方のみ】どれくらいの頻度で利用していますか。 
利用頻度としては「年に数回」が最も多く、次に「月に数回」利用する方が多くなってい

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③【利用していると回答した方のみ】どのような目的で利用していますか。 
通院で利用している方が最も多くを占めていますが、観光・旅行や買物、仕事での移動で

利用する方も一定数おり、様々な利用目的で利用されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
※いくつでも選択可 
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④【利用していると回答した方のみ】タクシーを利用する場面を教えてください。 
他に交通手段がない時に加え、悪天候や疲れたときなどの場面に応じた利用がされています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤【利用していないと回答した方のみ】タクシーを利用していない理由 
利用しない理由として「自動車を使用するから」と回答した方が最も多く、次に「料金が

高いから」と回答した方が多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※３つまで選択可 

※３つまで選択可 
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（５）デマンドバスの利用について 
①はにぽん号・もといずみ号を知っていますか。 

デマンドバスの認知度は9割弱と、多くの市民に認知されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②【知っていると回答した方のみ】利用したことはありますか。 
デマンドバスを知っている人のうち、利用したことがある人の割合は1割程度です。ま

た、すべての年代の方に利用されており、特に80代以上では2割以上の方が「利用したこと
がある」と回答しています。一方で、その他の年代で「利用したことがある」と回答した方
は1割以下に留まっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【年代別】 
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③【利用したことがあると回答した方のみ】デマンドバスの満足度と不満な場合はその理由 
「やや不満・不満」と回答した方が「満足・やや満足」と回答した方の割合より多くを占

めています。また、「やや不満・不満」と回答した方の不満理由としては、予約に関する内
容が最も多く、次に運行日・運行時間帯に関する不満が多く寄せられています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ※いくつでも選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 
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④【利用したことがないと回答した方のみ】デマンドバスを利用しない理由 
デマンドバスを利用しない理由としては、「自動車で移動できるから」と回答した方が最

も多くを占めています。その他、予約方法や運行内容がわからないこと、予約の手間がかか
ることで利用していない方も一定数います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※３つまで選択可 
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（６）シャトルバスの利用について 
①はにぽんシャトルを知っていますか。 

シャトルバスの認知度は5割程度であり、シャトルバスが運行している本庄地区及び北泉
地区においても約4割の人が知らないと回答しており、認知度は低い状況です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【お住まい別】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

②【知っていると回答した方のみ】利用したことはありますか。 
シャトルバスを知っている人のうち、利用したことがある人の割合は2割弱です。 
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③【利用したことがあると回答した方のみ】シャトルバスの満足度と不満な場合はその理由 
「満足・やや満足」と回答した方と「やや不満・不満」と回答した方の割合が同程度とな

っています。また、「やや不満・不満」と回答した方の不満理由としては、運行本数が少な
いことの他、鉄道との乗り継ぎや運行時間帯に関する意見が多く寄せられています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※いくつでも選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 
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④【利用したことがないと回答した方のみ】シャトルバスを利用しない理由 
シャトルバスを利用しない理由としては、「自動車で移動できるから」と回答した方が最

も多く、次に路線・時刻が分からないという運行内容の認知に関する内容が多くあがってい
ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

  

※３つまで選択可 
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（７）自家用車の利用について 
①自家用車での外出頻度はどれくらいですか。 

約8割の方が月に数日以上自家用車を利用しています。また、週３日以上と日常的に利用
している人が全体の約7割を占めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②【月に数日以上と回答した方のみ】どのような条件が整えば自家用車から他の公共交通や
自転車へ変更することができますか。 

公共交通への転換条件として、運行本数・運行時間帯の改善や、出発地・目的地の近くに
駅やバス停留所があることが求められています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※３つまで選択可 
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③【月に数日以上と回答した方のみ】過度に「自家用車での移動」をすることは環境に良く
ないと思いますか。 

平成30年度と比較して、車利用に関する環境負荷低減の意識は高まっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（８）市内の公共交通について 
①本庄市内には、鉄道、路線バス、デマンドバス、シャトルバスなどがあり、公共交通の充

実さに満足している。 
市内の公共交通に対して、「そう思わない・全く思わない」と回答した方が「強くそう思

う・そう思う」と回答した方の割合より多くを占めています。一方で、10代と90代では、
「強くそう思う・そう思う」と回答した方の割合が高くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【年代別】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H30年度 R4年度 
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②公共交通は、運行本数や、時間の制約等で多少不便であっても、一人で自由に外出するこ
とができるので、日常生活には不可欠である。 
約半数の方が、公共交通は日常生活に必要不可欠だと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③公共交通は、自家用車を利用しない人・利用できなくなった人の外出手段として、必要不
可欠なものであるので、今は公共交通を利用しない人も含めて、みんなで支えていかなけ
ればならない。 
約8割の方が公共交通をみんなで支えていかなければならないと考えています。 
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（９）新型コロナウイルス感染症による生活様式の変化について 
①コロナ禍前と比べて、最近 1 か月のあなたの日常生活における外出回数に変化はありまし

たか。 
コロナ禍で、7割以上の方は外出回数が減少したと回答しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②コロナ禍前の移動手段とコロナ禍での移動手段に変化はありましたか。 
コロナ禍で、半数近くの方が移動手段の転換をしており、公共交通を利用する回数が減っ

た方も全体の約2割を占めています。 
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③新型コロナウイルス感染症が収束すれば、あなたの外出回数はコロナ禍前と同じような状
態に戻ると思いますか。 
新型コロナウイルス感染症の収束後も、通勤・通学で約15％、買物で約30％、観光・レ

ジャー・外食等で約35％の方が、コロナ禍前の外出回数には戻らないと回答しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
観光・レジャー 

外食等 

買物 

通勤 
通学 
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４－３．デマンドバス利用者意識調査 
デマンドバスの利用状況やデマンドバスに対する考え方、要望等について把握し、現状の

課題を整理するために実施しました。 

項目 設問内容 
基本属性 お住まい、性別、年代、職業、福祉用具の利用状況、運転免許証保有状況 
利用状況 利用頻度、利用年数、利用目的、往復利用、利用したバス停留所区間、バス

停留所までの所要時間、利用する理由、乗り継ぐ公共交通、乗継割引の利用
状況 

満足度 予約方法や予約センターの対応、運行時間や区域などの使い勝手 
考え方 料金、バス停留所の設置場所、デマンドバスについて 

 
（１）属性 

①お住まい 
利用者の約9割は市内在住ですが、市外在住の方も利用しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本庄市内 

本庄市外 



 

- 58 - 
 

②性別                 ③年代 
利用者の約7割が女性です。       利用者の約8割が60歳以上であり、高齢者の

利用が主となっています。 
 
 
 
 
 

 

 

 
④福祉用具の利用状況 

4割以上の方が福祉用具を使用しており、歩行補助つえやシルバーカーといった歩行補助
器具を使用する方が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤運転免許証の保有状況 
利用者の約7割は運転免許証を保有していません。 
 
 
 
 
 
 
 

  

「常に使用する・時々使用する」と回答した方のみ 

※いくつでも選択可 
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（２）利用状況 
①どれくらいの頻度で利用していますか。                  

「週に１～2回程度」が最も多く、半数以上を占めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②どれくらい前から利用していますか。 
利用者の半数以上は利用開始が3年未満の新規利用者となっていますが、デマンドバスの

運行開始当初から利用されている方も１割程度います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③どのような目的で利用していますか。 
通院・見舞いが最も多く、次に買物が多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※2つまで選択可 



 

- 60 - 
 

④自宅から最寄りのバス停留所までの所要時間 
バス停留所までの所要時間は5分未満が最も多く、回答者の平均所要時間は5.6分となっ

ていいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）満足度と不満理由 
①予約方法や予約センターの対応に対する満足度と不満な場合はその理由 

4割弱の方は現在の予約に関して「満足・やや満足」と回答しています。一方で、「やや
不満・不満」と回答した方の8割強が「予約が取りづらいから」、「予約センターに電話が
つながりにくいから」という予約体制に対して不満を持っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※いくつでも選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 
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②運行時間や運行区域などの使い勝手に対する満足度と不満な場合はその理由 
「やや不満・不満」と回答した方が約4割と、「満足・やや満足」と回答した方の割合よ

り高くなっています。「やや不満・不満」と回答した方の不満理由としては、運行日・運行
時間帯に関する不満が寄せられています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※いくつでも選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 
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（４）デマンドバスについて 
①現在、デマンドバスのバス停留所は約 400 か所あります。バス停留所の場所について、

あなたのお考えを教えてください。 
デマンドバスのバス停留所について、「このままでよい」と回答する人が最も多くなって

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②デマンドバスについて、あなたのお考えに近いものを教えてください。 
デマンドバスについて、今後も運行の存続を求める声が最も多く、「生活する上でなくな

ると困る」という意見も多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※いくつでも選択可 

※いくつでも選択可 
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４－４．シャトルバス利用者意識調査 
シャトルバスの利用状況やシャトルバスに対する考え方、要望等について把握し、現状の

課題を整理するために実施しました。 

項目 設問内容 
基本属性 お住まい、性別、年代、職業、福祉用具の利用状況、運転免許証保有状況 
利用状況 利用頻度、利用年数、利用目的、往復利用、利用したバス停留所区間、バス

停留所までの移動手段と所要時間、利用する理由、乗り継ぐ公共交通、乗継
割引の利用状況 

満足度 運行時間や区域などの使い勝手 
考え方 料金、シャトルバスについて 

 
（１）属性 

①お住まい 
利用者の約半数は市外在住であり、特に埼玉県内の他市町村在住の方が多くなっています。 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本庄市内 

本庄市外 
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②年代                 ③職業 
30代から50代の利用者が多くを占めて   会社員・公務員・団体職員等の利用が最も

います。                 多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）利用状況 
①どれくらいの頻度で利用していますか。 

「週に１～２回程度」の利用が最も多くなっていますが、初めて利用する方も3割弱と一
定数います。また、初めてシャトルバスを利用すると回答した方の全員が市外在住です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【お住まい別】 
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②【年に数回以上利用すると回答した方のみ】どれくらい前から利用していますか。 
利用者の約6割が3年未満の新規利用者です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③どのような目的で利用していますか。 
本庄駅と本庄早稲田駅間の利用が最も多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※2つまで選択可 
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（３）満足度と不満理由 
①運行時間や運行区域などの使い勝手に対する満足度と不満な場合はその理由 

5割弱の人は「満足・やや満足」と回答しています。「やや不満・不満」と回答した方の
不満理由としては、運行本数に関する意見が最も多く、次に運行時間帯に対する不満が多く
なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）シャトルバスについて 
①シャトルバスについて、あなたのお考えに近いものを教えてください。 

シャトルバスについて、今後も運行の存続を求める声が最も多く、「生活する上でなくな
ると困る」という意見も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 

  

※いくつでも選択可 

※いくつでも選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 
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４－５．デマンドバス未利用者意識調査 
デマンドバスについて、これまで利用したことのない方に対して、デマンドバスに対する

考え方や要望等を把握し、現状の課題を整理するために実施しました。 

項目 設問内容 
基本属性 お住まい、性別、年代、職業、福祉用具の利用状況、運転免許証保有状況 
利用状況 利用しなかった理由、利用日・利用したバス停留所区間 
満足度 予約方法や予約センターの対応、運行時間や区域などの使い勝手 
考え方 料金、今後の利用意向 

 
（１）属性 

①お住まい                 ②年代 
市内のほぼ全ての地区の方が試乗しています。 試乗者の9割以上が60歳以上の方です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③性別                   ④運転免許証の保有状況 
試乗した方の約6割が女性です。       9割弱の方が運転免許証を保有しています。 
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（２）満足度と不満理由 
①予約方法や予約センターの対応に対する満足度と不満な場合はその理由 

約4割の人が「満足・やや満足」と回答していますが、「やや不満」と回答した方の不満
理由としては、予約体制に対する不満が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②運行時間や運行区域などの使い勝手に対する満足度と不満な場合はその理由 
「満足・やや満足」と回答した方と「やや不満・不満」と回答した方の割合が同程度とな

っています。また、「やや不満・不満」と回答した方の不満理由としては、「利用したい時
間に利用できなかったから」と回答した方が最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※「不満」と回答した方は0％ ※いくつでも選択可 

※いくつでも選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 
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４－６．シャトルバス未利用者意識調査 
シャトルバスについて、これまで利用したことのない方に対して、シャトルバスに対する

考え方や要望等を把握し、現状の課題を整理するために実施しました。 

項目 設問内容 
基本属性 お住まい、性別、年代、職業、福祉用具の利用状況、運転免許証保有状況 
利用状況 利用しなかった理由、利用日・利用したバス停留所区間 
満足度 運行時間や区域などの使い勝手 
考え方 料金、今後の利用意向 

 
（１）属性 

①お住まい                 ②年代 
市内のほぼ全ての地区の方が試乗しています。 試乗者の約9割が60歳以上の方です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③性別                   ④運転免許証の保有状況 

試乗した方の半数以上が男性です。      約７割の方が運転免許証を保有しています。 
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（２）満足度と不満理由 
①運行時間や運行区域などの使い勝手に対する満足度と不満な場合はその理由 

4割弱の人は「満足・やや満足」と回答しています。「やや不満・不満」と回答した方の
不満理由としては、運行時間帯に関する意見が多く、不満理由の約半数を占めています。 

 
 
 
 
 
 

 

  

※いくつでも選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 
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４－７．路線バス利用者意識調査 
路線バスにおける利用実態や意見・要望を把握し、現状の課題を整理するために実施しま

した。 

項目 設問内容 
基本属性 お住まい、性別、年代、職業、福祉用具の利用状況、運転免許証保有状況 
利用状況 利用頻度、利用目的、利用区間、往復の利用、利用する理由 
満足度 満足度と不満理由 

移動手段 バス停留所までの移動手段と所要時間、乗り継ぐ公共交通、代替手段 
考え方 路線バスの維持について 

 
（１）属性 

①お住まい 
利用者の半数以上が市外在住の方であり、埼玉県ではさいたま市や近隣市町、群馬県では

伊勢崎市の利用者が多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本庄市内 

本庄市外 群馬県 
埼玉県 
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②性別                  ③年代 
男女比は同程度です。           10代から80代と幅広い年代の方が利用し

ています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④運転免許証の保有状況          
約6割の方が運転免許証を保有しており、運転免許証の保有状況にかかわらず利用されて

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【お住まい別】 
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（２）利用状況 
①どのような目的で利用していますか。 

利用者の約半数は通勤・通学で利用しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②どれくらいの頻度で利用していますか。 
利用頻度としては「週に3回以上」が最も多く、約半数を占めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③【市内在住の方のみ】自宅から最寄りのバス停留所までの移動手段と所要時間を教えてく
ださい。 
最寄りのバス停留所まで徒歩で移動する方が7割以上を占めています。バス停留所までの

所要時間は10分未満が半数以上であり、回答者の平均所要時間は9.9分となっています。 
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（３）満足度 
①路線バスの満足度と不満な場合はその理由 

「やや不満・不満」と回答した方が「満足・やや満足」と回答した方の割合より多くなっ
ています。また、「やや不満・不満」と回答した方の不満理由としては、運行本数や鉄道と
の乗り継ぎの悪さ、ICカードが使えないことに対する不満が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）路線バスの維持について 
①路線バスを維持するためには、市民、交通事業者、行政がみんなで支えあう必要がありま

す。このことについてどう考えますか。 
路線バスの維持について、行政サービスとして維持していくことが必要と回答する人が約

9割を占めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※いくつでも選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 
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４－８．鉄道利用者意識調査 
鉄道における利用実態や意見・要望を把握し、現状の課題を整理するために実施しました。 

項目 設問内容 
基本属性 お住まい、性別、年代、職業、福祉用具の利用状況、運転免許証保有状況 
利用状況 利用頻度、利用目的、利用区間、往復の利用、駅まで（から）の移動手段 
満足度 乗り継ぎの満足度 

各駅について 【本庄駅】本庄駅周辺に求める機能・スペース 
【児玉駅】時間貸し駐車場の必要性、児玉駅周辺に求めるもの 

 
【本庄駅】 
（１）属性 

①お住まい 
市内在住の方が約6割を占めており、その中でも本庄地区の利用者が約6割と多くを占め

ています。市外在住の方は、埼玉県内の他市町村や群馬県在住の利用者が多く、埼玉県では
さいたま市と深谷市、群馬県では伊勢崎市の利用者が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本庄市外 群馬県 埼玉県 

本庄市内 
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②性別                  ③年代 
男性からの回答が半数以上を占めています。 50代及び60代の利用者が多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④職業 

会社員・公務員・団体職員等の利用が約6割を占めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）利用状況 
①調査票を受け取った日の利用目的 

約半数が通勤を目的として利用しています。 
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②駅まで（から）の主な移動手段 
駅まで（から）の移動手段は自動車が最も多く、次に徒歩での移動が多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）満足度 
①鉄道の運行や乗り継ぎに対する満足度と不満な場合はその理由 

「やや不満・不満」と回答した方が「満足・やや満足」と回答した方の割合より多くなっ
ています。「やや不満・不満」と回答した方の不満理由としては、運行本数や快速等速達列
車の増便を求める回答が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※いくつでも選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 
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【本庄早稲田駅】 
（１）属性 

①お住まい 
市内在住の方より、市外在住の利用者が多くなっています。市内在住の方でも、本庄地

区・北泉地区の利用者が多くを占めています。市外在住の方では、埼玉県内の他市町村や群
馬県の利用者が多く、埼玉県ではさいたま市と美里町、群馬県では伊勢崎市の利用者が多く
なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本庄市内 

埼玉県 
本庄市外 

群馬県 
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②性別                  ③年代 
男性からの回答が半数以上を占めています。 50代及び60代の利用者が多くを占めてい

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④職業 

会社員・公務員・団体職員等の利用が約７割を占めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（２）利用状況 
①調査票を受け取った日の利用目的 

約半数が通勤を目的として利用しています。 
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②駅まで（から）の主な移動手段 
駅まで（から）の移動手段のうち、6割以上が自動車です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）満足度 
①鉄道の運行や乗り継ぎに対する満足度と不満な場合はその理由 

「やや不満・不満」と回答した方の割合が「満足・やや満足」と回答した方の割合を上回
っています。また、「やや不満・不満」と回答した方の不満理由としては、運行本数が少な
いことに対する不満が最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

※いくつでも選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 
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【児玉駅】 
（１）属性 

①お住まい 
市内在住の方と市外在住の方の割合は同程度ですが、市内在住の方の利用が半数以上を占

めています。また、市内在住の方でも児玉地区の利用者が6割弱と多く、市外在住の方で
は、埼玉県内の他市町村や東京都の利用者が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本庄市内 

本庄市外 

埼玉県 

東京都 
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②性別                  ③年代 
男女比は同程度です。          幅広い年代の方が利用しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④職業 

会社員・公務員・団体職員等の利用が最も多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）利用状況 
①調査票を受け取った日の利用目的 

通勤が最も多く、市内の他の２駅に比べて、通学や旅行での利用が多くなっています。 
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②駅まで（から）の移動手段 
駅まで（から）の移動手段は、徒歩が最も多く、次に自動車（家族が運転）、自転車を利

用する方が多くなっています。移動手段別に見ると、自動車（家族が運転）を利用する方
は、10代と20代で約6割を占め、職業としては学生が約半数を占めています。また、自転車
を利用する方は、主に会社員・公務員・団体職員等と高校生となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【年代別】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【職業別】 
 
 
 
 
 
 

  

※「バイク」と回答した方は0％ 
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（３）満足度 
①鉄道の運行や乗り継ぎに対する満足度と不満な場合はその理由 

6割以上の方が「やや不満・不満」と回答しており、「やや不満・不満」と回答した方の
不満理由としては、運行本数が少ないことに対する不満が最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）児玉駅周辺について 
①児玉駅周辺がより魅力的なエリアとなるために必要なこと 

駅周辺の魅力向上に求めるものとして、列車の増便、日用品等の買物ができる店舗や飲食
店に加えて、オープンスペースや駅前広場の整備を望む意見が寄せられています。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

※いくつでも選択可 

※3つまで選択可 

「やや不満・不満」と回答した方の不満理由 



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５章  公共交通における課題 
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第５章 公共交通における課題 

 
５－1．本庄市の現状・各種意識調査から出た課題 

本市の地域特性、公共交通の現状及び各種意識調査結果を踏まえ、公共交通における課題
を以下の9つに整理しました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）高齢者の増加による公共交通の需要増加への対応 
本市では、高齢化率が年々増加しており、令和22年には40%まで増加する見通しです。

また、高齢者の運転免許返納者も増加傾向にあり、運転免許証の返納後も安心して移動でき
る移動手段の確保及び今後増加が見込まれる公共交通の需要への対応が求められます。 

 

  

 

 

 

 

図 本庄市の高齢化率の推移           図 埼玉県の運転免許返納者数の推移 

  

【課題の整理】 
（１）高齢者の増加による公共交通の需要増加への対応 
（２）誰もが利用しやすい環境への改善 
（３）利用者ニーズに応じた効率的な運行への改善 
（４）デマンドバスの予約方法の改善 
（５）交通結節点の利用環境の向上 
（６）過度な自動車への依存 
（７）コロナ禍による公共交通の回復見通しの不透明さ 
（８）歳入額の減少及び各公共交通の収支率低下 
（９）デマンドバス・シャトルバスの周知及び情報提供の不足 
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（２）誰もが利用しやすい環境への改善 
令和5年度の策定に向け検討が進んでいる「本庄市移動等円滑化促進方針（バリアフリー

マスタープラン）」では、高齢者や障害者等の関係団体に対して、バリアフリーの状況に関
するヒアリングを実施しています。その中で、公共交通機関の利用に関する課題や改善点と
して、聴覚障害者のデマンドバスの予約が困難なことやバス停留所での視覚障害者の誘導案
内、高齢者や車いす利用者にとって危険な段差の存在等があげられています。 

また、「本庄市総合振興計画（基本構想・後期基本計画）」では、公共交通網の維持・確
保と利便性の向上により誰もが出歩きやすいまちを目指しており、公共交通におけるバリア
フリーやユニバーサルデザインの促進が求められています。 

こうした背景から、誰もが利用しやすい公共交通環境への改善が必要となっています。 
 

（３）利用者ニーズに応じた効率的な運行への改善 
デマンドバス及びシャトルバスの１便あたりの利用者数は、デマンドバスで1.10人※、シ

ャトルバスで1.13人※と非効率な運行となっています。 
一方で、各種意識調査の結果を見ると、各公共交通に関する不満理由として、「運行本数

の少なさ」や「利用したい時間に利用できない」等、利便性に関する回答が多くあがってお
り、利用者のニーズに応じた効率的な運行への改善が求められています。 
※平成30年から令和3年までの4年間の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

   図 路線バスに対する不満理由（市民意識調査） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 デマンドバスに対する不満理由         図 シャトルバスに対する不満理由 

    （デマンドバス利用者意識調査）          （シャトルバス利用者意識調査） 
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（４）デマンドバスの予約方法の改善 
現在、デマンドバスの予約は利用日の1週間前から当日まで可能となっていますが、予約

方法が電話のみであることや予約したい時間に予約が取りづらい等の課題が生じています。 
令和3年度のデマンドバスの予約及びキャンセルの発生状況では、予約断念・利用時間の

変更の合計件数が１日平均約3.7件ある一方で、事前に予約していた人の利用日当日のキャ
ンセル数は、１日平均約3.4件発生しています。これは、利用断念・利用時間の変更とほぼ
同数の当日キャンセルが発生しているということであり、実際はデマンドバスに空きがある
状況にもかかわらず、利用できない状況が起きていることになります。 

また、市民意識調査におけるデマンドバスへの不満理由でも、予約の取りづらさ等の予約
に関する内容が多くあげられており、利用が不確定にもかかわらず予約を行い、利用しなく
なった場合には当日にキャンセルするということが多発していると推察されます。 

このようなことから、利用者が使いたい時に使える、利便性の高いデマンドバスへの改善
が必要となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 当日のキャンセル及び予約断念・利用時間の変更件数     図 デマンドバスに対する不満理由 
（市民意識調査） 

 
（５）交通結節点の利用環境の向上 

「本庄市立地適正化計画」において、都市機能誘導区域として本庄駅周辺、児玉駅周辺及
び本庄早稲田駅周辺が指定されており、駅前の活力・魅力向上が課題としてあげられていま
す。特に、児玉駅については令和3年から無人駅となっており、鉄道利用者の意識調査にお
いても、店舗やカフェの整備等、駅周辺の機能向上が必要という声が多くあがっています。 

このようなことから、各駅の周辺においては、交通結節点としての役割を果たしつつ、駅
前の活力・魅力向上に向けた利用環境の向上が求められています。 

 

■当日キャンセル：987件/年（約3.4件/日） 

 （連絡あり：886件/年 連絡なし：101件/年） 

■予約断念・変更：1,087件/年（約3.7件/日） 

 （予約断念：1,000件/年 予約変更：87件/年） 

※年間日数は、デマンドバスの運行日数（292日）とする 
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（６）過度な自動車への依存 
平成30年度の調査結果によると、市民の主な交通手段における自家用車の占める割合は

約7割であり、平成20年度と比較すると、その割合は増加しています。 
また、市民意識調査の結果では、公共交通を利用しない理由として、「自家用車で移動で

きるから」と回答する方が最も多く、市民の多くが移動に際して自動車に依存した状況とな
っています。 

一方で、今後、運転免許証を返納する高齢者の増加等が見込まれるなど、公共交通の必要
性は年々高まっていることから、自家用車から公共交通への転換を促し、将来にわたり公共
交通を維持していくことが必要となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 本庄市における代表交通手段分担率（平成20年度及び平成30年度） 

 
（７）コロナ禍による公共交通の回復見通しの不透明さ 

コロナ禍により、人々の外出頻度が低下したことで、公共交通の利用者も減少しており、
特に路線バスにおいてはコロナ禍前の利用者数に対し、令和2年度では77％まで減少しまし
た。令和3年度は、利用者数が回復傾向にあるものの、依然としてコロナ禍前の利用者数ま
では戻っていない状況です。 

また、市民意識調査における新型コロナウイルス感染症の収束後の外出の変化において、
通勤通学ではテレワークやオンライン授業、買物ではネットショッピング等の普及により、
一定数の方がコロナ禍前の外出頻度に戻らないと回答しており、公共交通の利用者数もコロ
ナ禍前へは戻らないことが想定されています。 

コロナ禍により生活様式が大きく変化しており、公共交通の利用者が減少する中で、公共
交通を維持・確保していくことが求められています。 

 
 
 
 
 
 
 

 

図 新型コロナウイルス感染症の収束後の外出回数について（市民意識調査） 

5.3％増加 

通勤 
通学 買物 
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（８）歳入額の減少及び各公共交通の収支率低下 
本市の歳入額は、減少傾向にあり、今後も減少していくことが懸念されています。また、公

共交通においては、新型コロナウイルス感染症の流行により公共交通利用者が急激に減少し、
それに伴い、収支率も大きく減少しています。 

市の歳入が減少する中で、公共交通の収支率も低下しており、公共交通に関する市の財政
負担を軽減するためにも、民間事業者からの広告収入等を検討しながら、現状の収支率を改
善していくことが必要となっています。 

 
  

  

 

 

 

 

図 本庄市の歳入状況               図 路線バスの収支率の推移 

 

 

 

 

 

 

図 デマンドバスの収支率の推移            図 シャトルバスの収支率の推移 

  

コロナ禍前と比較し 
約20％減少 

コロナ禍で 
減少傾向 コロナ禍で 

減少傾向 

減少傾向 

やや減少傾向 

コロナ関連の事
業により増加 



 

- 91 - 
 

（９）デマンドバス・シャトルバスの周知及び情報提供の不足 
デマンドバス及びシャトルバスは、運行開始から9年が経過していることもあり、市民意

識調査においては、デマンドバスが市民の約9割に認知されている一方で、シャトルバスは
市民の半数程度に留まっています。 

また、デマンドバスは認知度が高いものの、利用していない理由として、予約方法や運行
ルート、バス停留所がわからない等の意見も多く見られます。これは、利用に関する詳細な
情報が周知されていない状況であり、このことが、実際の利用に繋がらない要因のひとつと
なっています。 

このようなことから、デマンドバス及びシャトルバスの利用促進に向けた、サービス内容
の継続的な周知・情報提供が必要となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 デマンドバス・シャトルバスの認知度         図 デマンドバスを利用していない理由 
（市民意識調査）               （市民意識調査） 
 

  

デマンド 
バス 

シャトル 
バス 
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５－2．現状・課題のまとめ 
現状と課題の関連を以下に整理しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 上位・関連計画により示されている方針等 

本庄市の地域特性・公共交通の現状 

各種意識調査の結果 

デマンドバスの予約方法の改善 

交通結節点の利用環境の向上 

高齢者の増加による 
公共交通の需要増加への対応 

利用者ニーズに応じた効率的な運行への改善 

過度な自動車への依存 

高齢化の進行 

高齢者の運転免許返納者の増加 

誰もが利用しやすい環境への改善 

障害者が利用しづらい公共交通の利用環境 

公共交通におけるバリアフリーやユニバーサル
デザインの促進 

デマンドバス・シャトルバスの非効率な運行 

利用者の利用したい時間帯と運行時間帯のミス
マッチ 

デマンドバスの当日キャンセルの多発 

デマンドバスの予約に関する不満の多さ 

駅前の活力・魅力向上 

自家用車利用者の増加 

公共交通利用者の減少 

コロナ禍による公共交通の回復見通しの不透明さ 

歳入額の減少及び 
各公共交通の収支率低下 

コロナ禍による利用者減少の見込み 

市の歳入額の減少 

＜現状＞ ＜課題＞ 

公共交通利用者の減少による収支率の低下 

デマンドバス・シャトルバスの周知及び 
情報提供の不足 

デマンドバスの利用に関する情報の周知不足 

シャトルバスの認知度の低さ 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第６章  基本理念・基本方針、目標 
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第６章 基本理念・基本方針、目標 

 
６－1．基本理念・基本方針 

「本庄市総合振興計画（基本構想・後期基本計画）」では、まちの将来像として「誰もが
出歩きやすいまち」を設定しています。また、「本庄市立地適正化計画」では、本庄駅周
辺、本庄早稲田駅周辺、児玉駅周辺を中心とする拠点市街地の連携を基本とした集約型都市
構造の構築を目指しており、公共交通は各拠点をつなぐ重要な役割を担っています。 

これらの上位・関連計画における将来像の実現と、本市の現況及び各意識調査から出た課
題の解決に向け、基本理念を“誰もが安心して快適に公共交通を利用できるまち”とし、今あ
る鉄道、路線バス、デマンドバス、シャトルバス、タクシーなどの交通資源を最大限に活用
し、誰もが安心して移動できるまちを目指します。 

この基本理念に基づき、本市における課題を解決するために、基本方針を以下のように設
定しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

基本理念「誰もが安心して快適に公共交通を利用できるまち」 

 
本市では、ほとんどの地域で公共交通を利用できる環境にあります。一方で、アンケ

ート調査の結果では、市民の公共交通への満足度は高くなく、運行時間や便数の不足、
デマンドバスの予約の取りづらさ、障害者への対応等の課題が明確となっています。利
用者にとって、安全・安心でより利便性の高い公共交通を目指します。 

基本方針①:安全・安心でより利便性の高い公共交通サービスの提供 
 

 
本市では、鉄道、路線バス、デマンドバス、シャトルバス、タクシーの公共交通の他

に、輸送資源として民間企業等が運行する送迎バスや福祉タクシーといった産業分野や
福祉分野をサポートする様々な手段が存在します。 

高齢社会の到来により、将来にわたって安心して利用できる公共交通への需要が高ま
っているため、今ある輸送資源を最大限に活用することも視野に、公共交通体系を維
持・確保していきます。 

基本方針②:輸送資源を最大限に活用した公共交通体系の維持・確保 
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６－2．公共交通の位置づけと役割分担 
（１）各公共交通の特性による整理 

本市では、平成25年3月に「本庄市総合交通計画」が策定され、これまでの鉄道や路線バ
スに加え、市内全域を網羅するデマンドバス、本庄駅と本庄早稲田駅を結ぶシャトルバスの
運行を開始したこともあり、複数の移動手段により市内のほとんどの地域で公共交通を利用
できる環境が構築されています。 

ただし、これらの移動手段は、移動範囲や輸送量、主な利用者等が異なっており、多様な
移動手段をより効率的に運用するには、利用の目的や料金、時間的制約などに応じて、上手
に使い分けていく必要があります。以下に、本市の公共交通について、移動範囲等の移動手
段の特性等に着目した整理を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各公共交通機関の移動範囲と輸送量・利用者の制限による整理 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各公共交通機関の利便性と料金による整理  

移
動
範
囲 

広域（市外） 狭域（地域内）

輸送量/制限
大人数/不特定多数

少人数/限定的 

 

路線バス 

シャトルバス 

デマンドバス 

タクシー ※個別輸送

鉄道 

料
金 

高い安い

利用の自由度 
高い

低い

 

路線バス 

シャトルバス 

デマンドバス 

タクシー 

鉄道 

・利用したい時に利用が可能 
・目的地まで個別に輸送 

・利用したい時に予約が可能 
・乗り合いが発生する 
・乗降場所が限定される 

・運行時間が決まっている 
・運行路線が決まっている 
・予約なしで利用が出来る 
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（２）各公共交通の位置づけと役割分担 
本市では、JR高崎線、上越・北陸新幹線、JR八高線の3路線が運行しており、埼玉県内だ

けでなく、東京方面や群馬県高崎方面の広域的な都市間移動を担っています。路線バスは、
本庄駅を起点に、伊勢崎市、美里町・寄居町、上里町・神川町・藤岡市の近隣市町を結ぶ路
線、皆野町から児玉地域の南部を結ぶ路線、本庄地域と児玉地域を結ぶ路線があり、近隣市
町を含む拠点間を連絡する路線が運行しています。 

また、シャトルバスは、在来線駅である本庄駅と新幹線駅である本庄早稲田駅を結ぶ駅間
輸送を担っています。デマンドバスは、市内を4つの区域に分け、鉄道や路線バスへの接続
と日常生活における移動を面的に担っています。 

なお、上記の公共交通では対応できない個別の輸送は、タクシーが担っていますが、利用
したい時に確実に利用でき、目的地まで想定している到着時刻に大きく遅れることなく運行
するため、利便性が良く自由度が高い交通手段である一方、他の公共交通と比較すると利用
料金が高いのが特徴です。利用方法が似ているデマンドバスにおいては、利用したい時に予
約ができるものの、乗降場所が限定されていることや乗り合いの発生により到着時間が不確
定であること、予約がいっぱいの場合には希望する時間に乗れないこと、日曜日や休日、早
朝・夜間には運行していないといった、一定の制約のある交通手段となっています。 

各公共交通の特性による整理の結果を踏まえ、各公共交通の位置づけと役割分担を下表に
整理しました。 

表 各公共交通の位置づけと役割分担 

位置づけ 系統 役割 確保・維持策 
広域幹線 JR高崎線 

上越・北陸新幹線 
JR八高線 

地域の拠点と市外を結び、通
勤・通学・買物・観光等の広
域的な移動を担います。 

交通事業者と協議の上、一定以
上の運行水準を確保します。 

地域間幹線 路線バス 
・伊勢崎線 
・寄居線 
・皆野町営バス 

本市近隣市町を結び、通勤・
通学・通院・買物等の移動を
担います。 

交通事業者や近隣市町と協議の
上、一定以上の運行水準を確保
します。 
寄居線においては、近隣市町で
負担金を負担し、一定以上の運
行水準を確保します。 

路線バス 
・神泉総合支所線 
・児玉折返し場線 

本庄地域と児玉地域又は近隣
市町を結び、通勤・通学・通
院・買物等の移動を担いま
す。 

地域公共交通確保維持改善事業
（幹線補助）を活用し持続可能
な運行を目指します。 

 
地域内 
フィーダー 

シャトルバス（乗合バス） 
（はにぽんシャトル） 

本庄駅と本庄早稲田駅を結
び、駅間移動・通勤・買物・
観光等の移動を担います。 

地域公共交通確保維持改善事業
（フィーダー補助）を活用し持
続可能な運行を目指します。 

デマンドバス（区域運行） 
・はにぽん号 
（本庄北、本庄南、児玉市街地） 

・もといずみ号 
（児玉山間） 

広域幹線・地域間幹線へのア
クセス及び通学・通院・買
物・観光等の日常生活におけ
る移動を担います。 

個別輸送 タクシー 個別の移動ニーズに応じた柔
軟で自由度の高い移動を担い
ます。 

― 
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図 本庄市の地域公共交通 

●路線バス（伊勢崎線、寄居線、神泉総合支所線）の位置づけ及び役割 
本庄駅と近隣市町の拠点間を連絡し、通勤・通学、買物、通院等日常生活における移動や

趣味・旅行など、人が移動する目的の全般を担っています。特に、利用者の半数以上は市外
の方の利用であり、近隣市町から本市へのアクセス手段の１つとなっています。また、広域
幹線である鉄道駅へ連絡しており、公共交通ネットワークを構築する上で重要な役割を担っ
ています。一方で、神泉総合支所線においては、本市や事業者の運営努力だけでは路線の維
持が難しく、地域公共交通確保維持改善事業（幹線補助）により運行を維持・確保する必要
があります。 

広域幹線            地域間幹線         地域内フィーダー 
   上越・北陸新幹線        伊勢崎線          シャトルバス 
   高崎線・八高線         寄居線           デマンドバス 
                   神泉総合支所線        はにぽん号 
                   皆野町営バス         もといずみ号 
                   児玉折返し場線 

寄居線 

神泉総合支所線 
【補助対象幹線系統】 

至 伊勢崎 

至 寄居 

至 皆野 

至 高崎 

皆野町営バス 

伊勢崎線 

シャトルバス 
（はにぽんシャトル） 
【補助対象フィーダ―系統】 

本庄駅 

本庄早稲田駅 

児玉駅 

児玉折返し場線 
【補助対象幹線系統】 

【個別の移動ニーズへの対応】 
・タクシー 

デマンドバス 
はにぽん号 

（児玉市街地） 
【補助対フィーダー系統】 

デマンドバス 
はにぽん号 
（本庄北） 

【補助対象フィーダ―系統】 

デマンドバス 
はにぽん号 
（本庄南） 

【補助対象フィーダー系統】 

デマンドバス 
もといずみ号 
（児玉山間） 

【補助対象フィーダー系統】 

至 熊谷 
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●路線バス（児玉折返し場線）の位置づけ及び役割 
本庄地域と児玉地域の拠点となる、本庄駅と児玉駅を連絡し、通勤・通学や買物、通院等

の移動を担っています。特に、本市では東西方向には鉄道による広域幹線があるものの南北
を結ぶ公共交通は少なく、本庄地域と児玉地域を定時定路線で結ぶ唯一の公共交通となって
おり、公共交通ネットワークを構築する上で重要な役割を担っています。一方で、本市や事
業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持改善事業（幹線補助）
により運行を維持・確保する必要があります。 

 
●路線バス（皆野町営バス）の位置づけ及び役割 

皆野町が運行する皆野町営バスであり、児玉地域の南部に一部乗り入れています。本路線
のバス停留所には、デマンドバスのバス停留所も設置されており、乗り継ぎが可能なことか
ら、児玉山間地域の住民が皆野駅へアクセス可能な路線となっています。 

 
●シャトルバスの位置づけ及び役割 

シャトルバスは、本庄市立地適正化計画により「都市機能誘導区域」に指定されている本
庄駅周辺と本庄早稲田駅周辺を連絡しており、平成25年3月に策定された「本庄市総合交通
計画」において、これらの拠点間の移動快適性の向上、地域の活性化の促進を目的に運行が
開始されました。また、利用者の半数近くが市外からの利用者であり、市外の方も含めた駅
間移動の需要へ対応する重要な交通手段となっています。一方で、本市と運行事業者の運営
努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持改善事業（フィーダー補助）によ
り運行を維持・確保する必要があります。 

 
●デマンドバスの位置づけ及び役割 

デマンドバスの導入前は、市内循環バスが地域内の移動を担っていましたが、居住地が面
的に分布している本市では、循環バスだけでは居住地を全てカバーすることができず、公共
交通利用可能人口は人口全体の73.3％に留まっていました。平成25年３月の「本庄市総合
交通計画」に基づき、市内全域を網羅的にカバーするデマンドバスを導入することで、現在
は市内のほとんどの地域で公共交通が利用できる環境（公共交通利用可能人口:97.2％）と
なっています。このように、デマンドバスは、広域幹線・地域間幹線への連絡や通院、買物
等の日常生活における移動を網羅的に担い、広域幹線・地域間幹線を補完する重要な交通手
段となっています。一方で、本市と運行事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地
域公共交通確保維持改善事業（フィーダー補助）により運行を維持・確保する必要がありま
す。 
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６－3．目標 
これまでに整理した課題より、地域公共交通の課題解決のための目標を以下のように設定

しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜課題＞ ＜目標＞ 

目標① 
「誰もが安心して利用できる 

公共交通環境の整備」 

高齢者や障害者等、誰もが安心して
利用できる公共交通の利用環境の整備
を行っていき、公共交通利用者の増加
や利用満足度の改善を目指します。 

目標② 
「快適で利便性の高い 

公共交通への改善」 

利用者にとって使いやすい公共交通
サービスへの見直しや環境整備等を行
っていき、デマンドバス予約のキャン
セル数の削減や利用満足度の改善を目
指します。 

目標③ 
「持続可能な 

公共交通体系の実現」 

現在の公共交通を維持・確保してい
くため、デマンドバス・シャトルバス
の認知度向上や、公共交通全体の収支
率の維持・改善を目指します。 

交通結節点の利用環境の向上 

デマンドバスの予約方法の改善 

歳入額の減少及び 
各公共交通の収支率低下 

コロナ禍による公共交通の回
復見通しの不透明さ 

高齢者の増加による 
公共交通の需要増加への対応 

利用者ニーズに応じた効率的
な運行への改善 

過度な自動車への依存 

デマンドバス・シャトルバス
の周知及び情報提供の不足 

誰もが利用しやすい 
環境への改善 

基本方針② 
 輸送資源を最大限に活用した 
 公共交通体系の維持・確保 

基本方針① 
 安全・安心でより利便性の高い 
 公共交通サービスの提供 

＜基本方針＞ 
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第７章 目標達成のための施策・事業とスケジュール 

 
７－1．目標達成のための施策・事業 

目標達成に向けて有効と考えられる施策及び事業を下表に整理しました。今後、本庄市交
通政策協議会において実施すべき具体的な事業を検討し、決定していきます。 

 
 

施策 事業 

安心して利
用できる環
境の整備 

公共交通の情報提供 
ノンステップバスの導入 
バス停留所の構造改良 
児玉駅の駅前広場の利便性向上 

ニーズに合
わせた公共
交通サービ
スの提供 

デマンドバスの運行日の見直し 
デマンドバスの運行形態の見直し 
デマンドバスの利用者登録制の導入 
デマンドバスのバス停留所の増設・移動 
シャトルバスの時刻表の定期的な見直し 
路線バスの時刻表の定期的な見直し 
デマンドバスとタクシーの役割の明確化 
民間企業サービスなどの公共交通以外の輸送資源と
の連携 

ICT を 活 用
した公共交
通サービス
の導入 

デマンドバス予約システムの改善 
ICカードの導入 
バスロケーションシステムの導入 
新たなモビリティ技術の導入 
（電気自動車、自動運転等） 

利用促進策
の実施 

デマンドバスの詳細パンフレットの作成 
定期的な利用促進イベント・キャンペーンの実施 
観光の移動手段としてデマンドバスを活用 
運転免許返納者や高齢者等へのデマンドバス・シャ
トルバス試乗券の配布 

 

  

目標① 
「誰もが安心して利用
できる公共交通環境の
整備」 

目標② 
「快適で利便性の高い
公共交通への改善」 

目標③ 
「持続可能な公共交通
体系の実現」 
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７－2．事業主体とスケジュール 
計画期間である令和5年度から令和9年度にかけて、各事業を検討・協議のうえ、必要と

判断したものを実施していきます。各事業の概ねの事業期間として、短期間（2～3年程
度）、中期間（5年程度）、⾧期間（10年程度）に分類しました。 

なお、中期間、⾧期間で設定した事業のうち、本計画の期間である5年間で実施できなか
ったものについては、計画期間以降も継続的に検討していきます。 

施策 事業 実施主体 事業 
期間 

事業スケジュール 
R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 継続検討 

安
心
し
て
利
用
で
き
る 

環
境
の
整
備 

公共交通の情報提供 交通事業者、 
市 中期間       

ノンステップバスの導入 交通事業者 ⾧期間       

バス停留所の構造改良 市 ⾧期間       

児玉駅の駅前広場の 
利便性向上 

交通事業者、 
市 ⾧期間       

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

デマンドバスの運行日の見直
し 

交通事業者、 
市 短期間       

デマンドバスの運行形態の見
直し 

交通事業者、 
民間事業者、市 短期間       

デマンドバスの利用者登録制
の導入 

交通事業者、 
市 短期間       

デマンドバスのバス停留所の
増設・移動 

交通事業者、 
市 短期間       

シャトルバスの時刻表の定期
的な見直し 

交通事業者、 
市 短期間       

路線バスの時刻表の定期的な
見直し 

交通事業者、 
市 短期間       

デマンドバスとタクシーの役
割の明確化 

交通事業者、 
市 短期間       

民間企業サービスなどの公共
交通以外の輸送資源との連携 

民間事業者、 
市 ⾧期間       

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
公
共 

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入 

デマンドバス予約システムの
改善 

交通事業者、 
市 短期間       

ICカードの導入 交通事業者 ⾧期間       

バスロケーションシステムの
導入 

交通事業者、 
市 ⾧期間       

新たなモビリティ技術の導入 
（電気自動車、自動運転等） 

交通事業者、 
市 ⾧期間       

利
用
促
進
策
の
実
施 

デマンドバスの詳細パンフレ
ットの作成 市 短期間       

定期的な利用促進イベント・キ
ャンペーンの実施 

交通事業者 
市 短期間       

観光の移動手段としてデマン
ドバスを活用 市 短期間       

運転免許返納者や高齢者等へ
のデマンドバス・シャトルバス
試乗券の配布 

市 短期間 
      

 

車両の更新に合わせて継続的に実施 

改良箇所の 
確認・検討 道路整備等他事業等と併せて実施 

導入機能等の検討・協議 

検討・協議    実施・整備    継続的に実施 

必要に応じて、継続的に実施 

先進事例等の把握・検討 

導入検討 

導入システムの検討 導入 

必要に応じて、継続的に実施 

必要に応じて、継続的に実施 

必要に応じて、継続的に実施 

必要に応じて、継続的に実施 

先進事例等の把握・検討 

他事業と併せて、継続的に実施 

継続的に実施 

継続的に実施 

継続的に実施 

事業期間  短期間 中期間 ⾧期間 
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７－3．事業の内容 
（１）施策:安心して利用できる環境の整備 

 
事業 公共交通の情報提供 

事業の内容 ・鉄道駅やバス停留所、バス車内等における情報提供方法の検討を行います。
特に、令和3年から無人駅となった児玉駅においては、障害者等をサポート
する人がいないため、安心して利用できる情報提供手段の導入を検討しま
す。 

・聴覚障害者へは、電光掲示板等による情報提供を検討します。 
・視覚障害者へは、音声案内等による情報提供を検討します。 
・案内の多言語表記化により外国人の方でも安心して利用できる環境整備を

検討します。 
 

事業主体 交通事業者、市 
事業期間 

（中期間） 
▬ 検討・協議  
▬ 実施・整備  
▬ ▬継続的に実施 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
         
      

活用可能な 
補助事業 

地域公共交通活性化促進事業（観光利用促進事業）【埼玉県】 

 
事業 ノンステップバスの導入 

事業の内容 ・今後、車両の更新が見込まれる路線バスについては、ノンステップバスを
導入し、公共交通のバリアフリー化を促進します。 

 
事業主体 交通事業者 
事業期間 

（⾧期間） 
▬ 検討・協議 
▬ 実施・整備 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
      
      

活用可能な 
補助事業 

地域公共交通確保維持改善事業（陸上交通:車両購入に係る補助） 
地域公共交通バリア解消促進等事業（バリアフリー化設備等整備事業） 

 

  

車両の更新に合わせて継続的に実施
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事業 バス停留所の構造改良 

事業の内容 ・本庄駅南口駅前広場のバス乗降場は、歩道からの乗降部分が急なスロープ
になっており視覚障害者誘導用ブロックも設置されていないため、危険な
構造となっています。バス乗降場の構造改良及び視覚障害者用誘導ブロッ
クの設置を検討します。 

・バスの乗降口と道路縁石の切下げ位置が一致していないバス停留所では、
乗降時に障害となり危険な状態となっているため、バス乗降場の構造改良
を検討します。 

 
事業主体 市 
事業期間 

（⾧期間） 
▬ 検討・協議 
▬ 実施・整備 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
      
      

活用可能な 
補助事業 

地域公共交通バリア解消促進等事業（バリアフリー化設備等整備事業） 

 
事業 児玉駅の駅前広場の利便性向上 

事業の内容 ・鉄道利用者の意識調査の結果では、児玉駅周辺がより魅力的なエリアとな
るために、店舗やカフェ、バス停留所・タクシー乗り場の整備等が必要と
いう声が多くあがっており、駅周辺の利便性向上が求められています。 

・現在、路線バスは、直接児玉駅前に
は乗り入れておらず、路線バスと鉄
道を相互に乗り継ぐ場合、最寄りの
バス停留所と駅の間を約400m歩く
必要があります。また、児玉駅周辺
は、「本庄市立地適正化計画」にお
いて都市機能誘導区域に設定してお
り、駅前広場の整備等により利便性
の向上を検討します。 

 
 
 

事業主体 交通事業者、市 
事業期間 

（⾧期間） 
▬ 検討・協議 

 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
      
      

活用可能な 
補助事業 

社会資本整備総合交付金（都市・地域交通戦略推進事業） 

児玉駅周辺がより魅力的なエリア 
となるために必要なこと 

（鉄道利用者意識調査（児玉駅）） 

改良箇所の確認・検討 道路整備等他事業等と併せて実施

導入機能等の検討・協議
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（２）施策:ニーズに合わせた公共交通サービスの提供 
 

事業 デマンドバスの運行日の見直し 
事業の内容 ・現在、デマンドバスは、月～土曜日までの運行となっており、日曜日・祝

日は利用できない状態です。 
しかし、デマンドバス利用者意識
調査の結果では、デマンドバスの
不満理由として「日曜・祝日に利
用できないから」が最も多くあが
っていることから、デマンドバス
の「日曜日・祝日の運行」の導入
の可能性について、事業者の運行
体制や採算性等、様々な視点で検
討します。 

事業主体 交通事業者、市 
事業期間 

（短期間） 
▬ 検討・協議  
▬ 実施・整備  
▬ ▬継続的に実施 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
               
      

 
事業 デマンドバスの運行形態の見直し 

事業の内容 ・コロナ禍により利用者数が減少しており、収支率も低下しています。ま
た、児玉山間においては、収支率が３％を下回っており、非効率な運行と
なっています。 

・本庄地域と児玉地域では、地形や人口、人口分布等の地域の特性も異なっ
ており、地域に適した運行形態の見直しが必要です。 

・地域特性や地域のニーズに合わせたサービス内容の見直しに加え、現在の
運行方法にとらわれない交通手段への見直しを検討します。 

 
＜見直すサービスの内容＞ 
・運行エリア ・料金 ・近隣市町との連携 
・民間事業者からの広告収入 等 

 
≪デマンドバス以外の運行方法の事例:美里町タクシー利用料金補助事業≫ 

 ・運転免許証の交付を受けておらず、自動車を所有していない40歳以上の
方等を対象に、日常生活で必要とされる移動に係るタクシー料金を助成
（年間の利用限度額あり）  

事業主体 交通事業者、民間事業者、市 
事業期間 

（短期間） 
▬ 検討・協議  
▬ 実施・整備  
▬ ▬継続的に実施 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
               
      

運行時間や運行区域などの使い勝手に対する 
不満理由（デマンドバス利用者意識調査） 

必要に応じて、継続的に実施

必要に応じて、継続的に実施
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事業 デマンドバスの利用者登録制の導入 

事業の内容 ・現在、デマンドバスの予約では、利用者登録が不要となっており、誰でも
利用したい時に予約が可能な仕組みとなっています。一方で、令和3年度で
は、デマンドバスの当日キャンセルが年間で987件発生しており、利用し
たい人が利用できない状況が発生しています。 

・デマンドバスをより効率的に多くの方に利用していただけるように、デマ
ンドバスの予約に一定の制限を設ける利用者登録制の導入を検討します。 

 
 ＜利用者登録制の検討イメージ＞ 
 利用者登録をした人は、登録をしていない人より前に予約ができま

す。 
 利用者登録をしなくても利用はできますが、予約が可能となる日は、

利用者登録をした人より後の日となります。 
 
・利用したい時間の予約が取りづらいことから、利用が不確定にもかかわら

ず予約を行い、利用しなくなった場合には当日にキャンセルするという事
案が多発しています。デマンドバスの予約システムの改善等、予約におけ
る利便性の向上等も併せて検討します。 

 
事業主体 交通事業者、市 
事業期間 

（短期間） 
▬ 検討・協議  
▬ 実施・整備  
▬ ▬継続的に実施 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
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事業 デマンドバスのバス停留所の増設・移動 

事業の内容 ・現在、デマンドバスのバス停留所は
約400か所設置されていますが、平
成30年度から令和3年度までの4年
間で一度も利用されていないバス停
留所もあります。一方で、デマンド
バスのバス停留所まで10分以上か
けて歩いてきている人もおり、利用
されていないバス停留所を移設する
等、利用者ニーズに合わせたバス停
留所位置への見直しを検討します。 

 
事業主体 交通事業者、市 
事業期間 

（短期間） 
▬ 検討・協議  
▬ 実施・整備  
▬ ▬継続的に実施 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
                  
      

 
事業 シャトルバスの時刻表の定期的な見直し 

事業の内容 ・シャトルバス利用者意識調査の結果では、シャトルバスの利用者は、市外
の方が半数を超えており、本庄駅と本庄早稲田駅間の輸送が主な利用目的
となっています。 

・令和4年10月1日から、新幹線の到着時刻に合わせた時刻表への見直しを行
っており、利用状況を確認しながら、利便性の向上に向けた定期的な見直
しを行います。 

 
事業主体 交通事業者、市 
事業期間 

（短期間） 
▬ 検討・協議  
▬ 実施・整備  
▬ ▬継続的に実施 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
               
      

 
 

  

自宅から最寄りバス停留所までの所要時間 
（デマンドバス利用者意識調査） 

必要に応じて、継続的に実施

必要に応じて、継続的に実施
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事業 路線バスの時刻表の定期的な見直し 

事業の内容 ・路線バス利用者意識調査の結果では、路線バスの不満理由として、「鉄道
との乗り継ぎが悪い」が多くあげられています。 

・路線バス利用者の利便性を向上させるため、可能な限り鉄道との接続に配
慮した時刻表への見直しを行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業主体 交通事業者、市 
事業期間 

（短期間） 
▬ 実施・整備  
▬ ▬継続的に実施 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
                     
      

 

  

路線バスの不満理由 
（路線バス利用者意識調査） 

必要に応じて、継続的に実施
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事業 デマンドバスとタクシーの役割の明確化 

事業の内容 ・デマンドバスの導入前は、定時定路線型の市内循環バスを運行していまし
たが、平成25年3月に策定された「本庄市総合交通計画」に基づき、現在
のデマンドバスを導入しました。本市のデマンドバスは、利用者の需要に
応じた路線を定めない区域運行としています。定時定路線型のバスと比較
し、輸送力が低下することや予約を必要とする一方で、市内全域を面的に
カバーする交通手段となっています。また、乗降場所が指定されているこ
とや乗り合いが発生するため、個別需要へ対応する自由度の高いタクシー
とも異なります。しかし、現在のデマンドバスの乗合率は、平均で1.1人/
便であり、他の利用者と乗り合わないため、利用者の目線ではタクシーと
の区別がつきにくい状況になっています。 

・デマンドバスは、利用者同士が乗り合うことで、効率的な輸送と低料金で
の利用が可能となる交通手段です。利用者はもとより、広く市民にデマン
ドバスの特徴や仕組みを周知することで、タクシーとは異なる役割を担う
交通手段であることを正しく理解していただく必要があります。パンフレ
ットの作成や広報紙での特集記事、説明会の実施などによる積極的な周知
と、乗合率向上のための予約システムや運行区域の見直しなどにより、タ
クシーとの違いを理解していただく取組を進めます。 

事業主体 交通事業者、市 
事業期間 

（短期間） 
▬ 検討・協議 
▬ 実施・整備 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
      
      

 
事業 民間企業サービスなどの公共交通以外の輸送資源との連携 

事業の内容 ・本市では、鉄道や路線バス、デマンドバス、シャトルバスなど、市内のほ
とんどの地域で公共交通の利用が可能となっています。一方で、公共交通
に関する市民の満足度は高いとは言えず、運行便数の少なさに対する不満
が多くあげられています。 

・本市では、公共交通の他に、企業送迎バスやスクールバス、病院送迎バス
等の輸送資源もあり、例えばスクールバスの運行していない時間を公共交
通に活用する等、今ある輸送資源を最大限に活用する方法を検討します。 

 
事業主体 民間事業者、市 
事業期間 

（⾧期間） 
▬ 検討・協議 

 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
      
      

先進事例等の把握・検討 

他事業と併せて、継続的に実施 
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（３）施策:ICT を活用した公共交通サービスの導入 
 

事業 デマンドバス予約システムの改善 
事業の内容 ・現在のデマンドバスの予約システムは、電話により利用したい日時や乗降

場所を伝えることで予約を行う方法となっています。しかし、予約キャン
セルの多発や電話がつながりにくい時間帯があること、低い乗合率等の課
題があり、市民意識調査においても予約に関する不満が多くあげられてい
ます。 

・電話予約とWEBによる予約システムとを併用するなど、デマンドバス予約
システムの改善を検討します。 

 
事業主体 交通事業者、市 
事業期間 

（短期間） 
▬ 検討・協議  
▬ 実施・整備  
▬ ▬継続的に実施 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
               
      

活用可能な 
補助事業 

新モビリティサービス推進事業（新型輸送サービス導入支援事業） 
デジタル田園都市国家構想推進交付金 
地域公共交通活性化促進事業（再編促進事業）【埼玉県】 

 
事業 ICカードの導入 

事業の内容 ・市民意識調査の結果では、路線バスの不満理由として「交通系ICカードが
使えない便がある」と回答した方が一定数おり、ICカードの導入が望まれ
ています。 

・ICカードによる決済が未導入の路線バスに加え、デマンドバスやシャトル
バスへの導入を検討します。 

 
事業主体 交通事業者 
事業期間 

（⾧期間） 
▬ 検討・協議 
▬ 実施・整備 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
      
      

活用可能な 
補助事業 

新モビリティサービス推進事業（地域交通キャッシュレス決済導入支援事業） 
地域公共交通活性化促進事業（観光利用促進事業）【埼玉県】 

 

  

導入システムの検討 導入 
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事業 バスロケーションシステムの導入 

事業の内容 ・現在、一部の路線バスでは、バスロケーションシステムが導入されてお
り、バスの現在位置をWEBにより確認することができます。未導入の路線
バスに加え、デマンドバスやシャトルバスについても、バスロケーション
システムの導入の可能性を検討します。 

 
≪事例:朝日自動車バスロケーションシステム≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業主体 交通事業者、市 
事業期間 

（⾧期間） 
▬ 検討・協議 

 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
      
      

活用可能な 
補助事業 

新モビリティサービス推進事業（地域交通データ化推進事業） 
地域公共交通活性化促進事業（観光利用促進事業）【埼玉県】 

 

  

出典:朝日自動車バスナビ バス位置検索サービス 

導入検討
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事業 新たなモビリティ技術の導入 

事業の内容 ・近年、電気自動車や自動運転技術の開発等、モビリティの技術革新が進ん
でいます。 

・電気自動車は、CO2の排出を削減することが可能であり、ゼロカーボンシ
ティの実現に向け、公共交通への導入を検討します。 

・自動運転は、既にいくつかの自治体で実証実験や社会実装が行われてお
り、今後の動向を注視しながら導入の可能性を検討します。 

 
事業主体 交通事業者、市 
事業期間 

（⾧期間） 
▬ 検討・協議 

 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
      
      

活用可能な 
補助事業 

自動車環境総合改善対策費補助金（地域交通のグリーン化に向けた次世代自
動車の普及促進事業） 
デジタル田園都市国家構想推進交付金 
地域公共交通活性化促進事業（再編促進事業）【埼玉県】 

 

  

先進事例等の把握・検討 
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（４）施策:利用促進策の実施 
 

事業 デマンドバスの詳細パンフレットの作成 
事業の内容 ・本市では、令和３年２月に「本庄市公共交通ガイド」を作成し、路線バス

やデマンドバス、シャトルバスのバス停留所位置や時刻表を掲載していま
す。 

・市民意識調査の結果では、特にデマンドバスの利用に関する情報の周知が
図られていないことが分かっています。 

・デマンドバスをより多くの方に利用してもらうため、利用方法や地域別の
拡大マップを掲載した詳細パンフレットを作成します。 

 

 

図 現在の本庄市公共交通ガイド 

 
事業主体 市 
事業期間 

（短期間） 
▬ 検討・協議  
▬ 実施・整備  
▬ ▬継続的に実施 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
               
      

活用可能な 
補助事業 

地域公共交通調査等事業（地域公共交通利便増進実施計画に基づく利用促進
や事業評価の取り組み支援） 
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事業 定期的な利用促進イベント・キャンペーンの実施 
事業の内容 ■イベント 

・市民意識調査の結果では、デマ
ンドバスを利用しない理由とし
て、「予約方法がわからない」
という意見も多く、利用者の増
加につながっていない要因のひ
とつと考えられます。 

・初めて公共交通を利用する方で
も安心して利用できるように、
「路線バスやデマンドバスの乗
り方講座」や「デマンドバスの
予約方法講座」等のイベントの
開催を検討します。 

 
■キャンペーン 
・公共交通全体の利用者の増加のため、利用促進デーを設定し乗車料金の割

引を行うなど、キャンペーンの実施を検討します。 
 

≪事例:岡山市の「路線バス・路面電車 運賃無料DAY」≫ 

 

 

 

 

 

 

事業主体 交通事業者、市 
事業期間 

（短期間） 
▬ 実施・整備  
▬ ▬継続的に実施 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
                     
      

活用可能な 
補助事業 

地域公共交通調査等事業（地域公共交通利便増進実施計画に基づく利用促進
や事業評価の取り組み支援） 

 

実施日の利用者は2.4倍に増加 

※令和3年度の実積結果 
出典:岡山市HPより抜粋 

デマンドバスを利用しない理由 
（市民意識調査） 

継続的に実施
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事業 観光の移動手段としてデマンドバスを活用 
事業の内容 ・デマンドバスのバス停留所は、市内の主な観光施設にも設置しています。

観光パンフレットやほんじょう文化財ガイドマップなどの観光情報を提供
する媒体に交通手段としてデマンドバスが使えることを掲載するなど、観
光での利用促進を図ります。 

 
事業主体 市 
事業期間 

（短期間） 
▬ 実施・整備  
▬ ▬継続的に実施 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
                     
      

 
 
事業 運転免許返納者や高齢者等へのデマンドバス・シャトルバス試乗券の配布 

事業の内容 ・運転免許証を返納した方や高齢者等の交通弱者へデマンドバスやシャトル
バスを周知するため、試乗券の配布を検討します。 

 
事業主体 市 
事業期間 

（短期間） 
▬ 検討・協議  
▬ 実施・整備  
▬ ▬継続的に実施 

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 継続検討 
      
                  
      

 

  

継続的に実施

継続的に実施
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７－4．公共交通の運行に係る事業 
市内の地域公共交通について、事業及び事業主体等を以下に整理します。本計画期間にお

いては、以下の交通手段の維持・確保を原則として、本市の地域公共交通を支えていきま
す。 

 

系統名 起点 経由地 終点 事業許
可区分 運行態様 実施主体 補助事業の活用 

伊勢崎線 伊勢崎駅 東京福祉
大学 

本庄駅 
北口 4条乗合 路線定期 

運行 
交通 

事業者 ― 

寄居線 本庄駅南口 本庄早稲
田駅北口 寄居車庫 4条乗合 路線定期 

運行 
交通 

事業者 ― 

神泉 
総合支所線 本庄駅南口 小島南・

沖電気前 
神泉 

総合支所 4条乗合 路線定期 
運行 

交通 
事業者 幹線補助 車両購入

補助 
(ノンステ
ップバスの

導入) 
児玉 
折返し場線 

本庄駅南口 
（宮本町車庫） 蛭川 

児玉折返し
場・赤城乳
業千本さく

ら工場 

4条乗合 路線定期 
運行 

交通 
事業者 幹線補助 

シャトルバス 本庄駅南口 新田原 
本庄 

早稲田駅 
北口 

4条乗合 路線定期 
運行 

本庄市 
(交通事業
者へ委託) 

フィーダー
補助 

― 

本庄北地域 
デマンドバス 本庄北地域 4条乗合 区域運行 

本庄市 
(交通事業
者へ委託) 

フィーダー
補助 

本庄南地域 
デマンドバス 本庄南地域 4条乗合 区域運行 

本庄市 
(交通事業
者へ委託) 

フィーダー
補助 

児玉市街地 
デマンドバス 児玉市街地 4条乗合 区域運行 

本庄市 
(交通事業
者へ委託) 

フィーダー
補助 

児玉山間地域 
デマンドバス 児玉山間地域 4条乗合 区域運行 

本庄市 
(交通事業
者へ委託) 

フィーダー
補助 
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第８章 地域公共交通計画の達成状況の評価 

 
８-１．評価指標・評価方法 

目標に対する指標及び数値目標を以下の通りに設定します。 
 

目標 指標 
数値目標 

現状値 
目標値 

（令和9年度） 

目標① 

誰もが安心して利用できる 

公共交通環境の整備 

指標① 
公共交通の 
利用者数 

鉄道※1 3,218,570人/年 
（令和3年度） 3,218,570人/年 

路線バス 
707,796人/年 
（令和3年度） 751,300人/年 

デマンドバス 
10,396人/年 
（令和3年度） 11,000人/年 

シャトルバス 10,120人/年 
（令和3年度） 10,700人/年 

指標② 
公共交通利用可能
人口 

人口カバー率 
97.2％ 

（令和2年度） 現状値以上 

目標② 

快適で利便性の高い 

公共交通への改善 

指標③ 
公共交通に対する
満足度 

鉄道 
36.5％ 

（令和4年度） 53％ 

路線バス 
35.1％ 

（令和4年度） 55％ 

デマンドバス 
31.3％ 

（令和4年度） 51％ 

シャトルバス 
34.2％ 

（令和4年度） 52％ 

指標④ 
デマンドバスの 
予約不成立件数 

1,000件/年 
（令和3年度） 700件/年 

目標③ 

持続可能な 

公共交通体系の実現 

指標⑤ 
公共交通の収支率 
（鉄道を除く） 

路線バス※2 48.7％ 
（令和2年度） 現状値以上 

デマンドバス 
5.8％ 

（令和2年10月～ 
令和3年9月） 

現状値以上 

シャトルバス 
18.1％ 

（令和2年10月～ 
令和3年9月） 

現状値以上 

指標⑥ 
シャトルバスの 
認知度 

52.5％ 66％ 

※1 鉄道の利用者数は本庄駅及び本庄早稲田駅のみ 
※2 路線バスの収支率はデータのある朝日自動車（神泉総合支所線・児玉折り返し場線）のみ 

  



 

- 121 - 
 

指標① 公共交通の利用者数 

数値目標 

鉄道 
現
状
値 

3,218,570人/年 
目
標
値 

3,218,570人/年 
路線バス 707,796人/年 751,300人/年 
デマンドバス 10,396人/年 11,000人/年 
シャトルバス 10,120人/年 10,700人/年 

目標値設定の
考え方 

本庄市総合振興計画で定めている利用者数と整合を図り、鉄道は現状維持、
路線バス、デマンドバス、シャトルバスは、現状値に年間の伸び率1％を乗じ
た値を目標値とします。 

算出方法 各公共交通の利用者数 
 

指標② 公共交通利用可能人口 

数値目標 
公共交通利用可能人口 
（人口カバー率） 

現
状
値 

97.2％ 
目
標
値 現状値以上 

目標値設定の
考え方 

公共交通を利用できる人を減らさないため、現状値以上を目標値とします。 

算出方法 公共交通利用可能圏域を鉄道駅から800m、バス停留所※から300m圏内
とし、その中に入る人口を算出 

※ バスとは、路線バス、デマンドバス、シャトルバス全てを対象とする 

 
指標③ 公共交通に対する満足度 

数値目標 

鉄道 
現
状
値 

36.5％ 
目
標
値 

53％ 
路線バス 35.1％ 55％ 
デマンドバス 31.3％ 51％ 
シャトルバス 34.2％ 52％ 

目標値設定の
考え方 

令和4年度市民意識調査での「やや不満」、「不満」と回答した方の約5割
が、「満足」、「やや満足」へ転換することを目標値とします。 

算出方法 市民意識調査 
 

指標④ デマンドバスの予約不成立件数 

数値目標 予約不成立件数 
現
状
値 

1,000件/年 
目
標
値 700件/年 

目標値設定の
考え方 

利用したい人が利用できる交通手段とするため、予約システムの見直しや
利用者登録制等の導入により、現状値から3割削減することを目標値とし
ます。 

算出方法 各年度の予約不成立件数 
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指標⑤ 公共交通の収支率（鉄道を除く） 

数値目標 
路線バス 現

状
値 

48.7％ 目
標
値 現状値以上 デマンドバス 5.8％ 

シャトルバス 18.1％ 
目標値設定の
考え方 

利用者増による運賃収入の増加を目指しますが、人件費、燃料費、車両管
理費などの運行経費の増加も想定されることから、現状より低下させない
ことを目標値とします。 

算出方法 （路線バス） 
経常収益＝営業収入＋営業外収入 
経常費用＝営業費用＋営業外費用 
収支率＝経常収益/経常費用 ×100 
（デマンドバス・シャトルバス） 
営業収益＝運送収入＋運送雑収入 
営業費用＝人件費+燃料油脂費＋修繕費＋固定資産償却費＋一般管理費等 
収支率＝営業収益/営業費用 ×100 

 
指標⑥ シャトルバスの認知度 

数値目標 認知度 
現
状
値 

52.5％ 
目
標
値 66％ 

目標値設定の
考え方 

運行を維持するためには、まずは制度を知っていただくことが必要である
ため、周知活動などを通じて、令和4年度市民意識調査において「知らない」
と回答した方の約3割を削減します。 

算出方法 市民意識調査 
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８-２．達成状況の評価・評価スケジュール 
本計画では、設定した目標に対する評価指標の達成状況を、本庄市交通政策協議会で

PDCAサイクルにより点検・評価します。評価指標が達成できそうにない場合は、要因を分
析し、実施すべき事業の見直しを行います。 

評価のスケジュールについては、毎年確認が可能な指標の継続的な点検を実施しつつ、計
画期間が終了する令和9年度に最終評価を行うこととします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 評価スケジュール 

目標 指標 
計画期間 

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 

目標① 
誰もが安心して 
利用できる公共交通
環境の整備 

指標① 
公共交通の利用者数 ○ ○ ○ ○ ◎ 

指標② 
公共交通利用可能人口     ◎ 

目標② 
快適で利便性の高い 
公共交通への改善 

指標③ 
公共交通に対する満足度     ◎ 

指標④ 
デマンドバスの 
予約不成立件数 

○ ○ ○ ○ ◎ 

目標③ 
持続可能な 
公共交通体系の実現 

指標⑤ 
公共交通の収支率 
（鉄道を除く） 

○ ○ ○ ○ ◎ 

指標⑥ 
シャトルバスの認知度     ◎ 

○:点検  ◎:最終評価 
 

状況に変化があった時は適宜実施 



 

 
 

 

 


